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註記：この小説では、固有名詞以外は教育漢

字のみを使っています。あくまでもリーダビ

リティを考りょしたもので、他意はあります。 

 漢字を制限したために、当て字を多用して

います。「民事会入」「感ちがい」「着変え」な

どです。「暴発」は、文脈によってはバクハツ

の当て字の場合もあります。 

 なお、今回は「わざと」の表記ミスについ

ては傍点を付けません。「くぐすったい」「シ

モロドモロ」などはロリインも分かってて、

わざとやらかしています。ロリインはうっか

りでも、筆者がわざと――というケースもあ

ります。パニックの心理描写などです。 

「オレはパニクった」なんて言ってる時点で、

パニックではないですからね。 

「ちもき、いいよおお」なんてのがアクメの

台詞なのと同じです。 

「うっかり」なのか「わざと」なのか、読者

各位にて当て推量してください。 

 その他の間違いとして、アヌス（名詞）を

使わずアナル（形容詞）に統一していますが、

これは現代日本でも頻出している誤用です。

まして、４０年前においてオヤマアです。 
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 なお、申し上げるまでもありませんが。  

 この小説はフィクションです。登場す

る人物、組織、地名、事件、年齢は架空

のものであり、実在する如何なる事象と

も関係はありません。  
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がさつ少女のなやみ事 

 

「進学したら、下着は白とかソックスは無地

とか、校則がうるさいのよねえ」 

「セーラー服はあこがれちゃうけど、オシャ

レは楽しめないから」 

 薬葉
く す は

ちゃんの意見はもっともだけど、

黄世音
き よ ね

ちゃんのは「？」だぞ。 

「今だって制服なんだから、同じじゃない

か？」 

「ちがうよ。リボンは自由でしょ。ブラウス

だって、決まりがないもの」 

 そんなものかな。オレには分からないてか、

どうでもいいや。 

「マイちゃんは、今のヘアスタイルで問題な

いから、いいな」 

 マイてのは、オレの呼び名。 

「そだね。ショートボブだもん。私なんか、

こんなに長いでしょ。かたにかからない長さ

に切るか、オサゲにしてもセーラー服のエリ
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までだもん」 

 かみは女の命って言うけど。うっとうしい

だけだぞ。なんで、こだわるんだろ。 

 そんなことよりも……今日もパパは出向か

えてくれるのかな。 

 ううう。くぐすったいぜ。母さんのお願い

だもの、守ってるけど。オレは本当の父さん

がだれかは知らないし。でも、やっぱり、『父

さん』って呼ぶ気にはなれない。ほんとは、

せいぜいが『[郁士
い く と

小父さん』なんだよなあ。

でも、母さんに「いつまでも他人行義はだめ

でしょ。お願いだから、せめて『パパ』と呼

んであげて」って、言われちゃった。そして、

もう……「いやだ」とは絶対に言えなくなっ

ちまったもんな。 

 母さんは２年前に礼堂
らいどう

小父さんと結こん

して、だからオレも召田
しょうだ

 舞子
ま い こ

から礼堂舞子

になった。そして、母さんは去年の暮れに入

院して……３月に死んじゃったんだ。手術も

できない進行性の胃ガン。もうすぐ２１世紀

になる（今は１９８５年）っていうのに、ま

だまだ不治の病ってのはあるんだ。 
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 すげえショックだった。でも、学校を休ん

だのは初七日まで。めそめそしてちゃ、天国

の母さんが心配するものな。 

 パパだって、オレがふさぎこんでるんじゃ

ないかと心配してくれる。ていうか、かまい

過ぎてくれる。朝はオレを見送ってくれるし、

帰ったら出向かえてくれる。パパは会社をい

くつも持ってるけど、社長は部下にやらせて

総カントクだけしてるから、時間は自由にで

きる。けど、仕事の電話がしょっちゅうかか

ってくるな。 

 電話がかかってくると、悪いけどオレはホ

ッとする。なんでかというと…… 

「ねえ、舞子ちゃんのパンツってどんなの？」 

 はへ……？ 

「やっぱり、話を聞いてなかったんだ。進学

したら、下着チェックとかあるでしょ。これ

も、今のうちだけかなって話なの」 

「あたしは、水色の横シマだよ。おとなっぽ

いでしょ。薬葉ちゃんは、ピンキー・モモだ

って」 

 オレ、何だっけ？ 覚えてない。ので、確

かめたら。 

「きゃっ……男子に見られるよ？！」 

 これが、分からないんだよな。水着とどこ
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がちがうんだろ。そりゃ、ブルマからはみパ

ンしてたら、格好悪いけど。 

「オレ、白だった。でも、ここにリボンがあ

るから、オシャレだろ？」 

「ダメッ！」 

 スカートをめくって、おへその下の赤いリ

ボンを見せてあげようとしたら、すごい勢い

でスカートをおさえられた。 

「ほんっとに、もう。そんなだから感ちがい

されるのよ」 

「……？」 

 何をどう感ちがいされるのか分かんないけ

ど、とりあえずスカートは元にもどした。 

 オレって、ガサツだとかオトコ女とかよく

言われるけど、オシトヤカな女の子になりた

くもない。でも、まあ。あまりガサツだと女

子から愛想づかしされるから、オシトヤカは

無理でもオトナシクしとこう。 

 

 スクールバスを降りると、いつも通りにハ

ウスメイドの淀井
よ ど い

明香
あ す か

さんが待っててくれた。 

「おかえりなさい」 

 オレはとっくに観念してるから、おとなし

くランドセルをわたした。１年生じゃあるま
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いし、お出向かえなんか要らないっていうの

に。母さんが元気だったころは、ふつうにひ

とりで家まで帰ってたのに。こいうのを過保

護っていうんだぞ。でも、まあ、これくらい

の過保護なら、がまんするけどさ。 

「ただいまあ」 

「おかえり。今晩はカレーだぞ」 

 パパに教えてもらわなくても、ばか広いオ

ヤシキのげん関口までにおってるよ。母さん

のと同じにおい。なのは、カレールウが同じ

だもの。でも、味はちょっとちがう。明香さ

んのは、ファミレスのカレーっぽい。これは

これでおいしいから、いいけどさ。 

「宿題があるから」 

 とっとと２階の勉強部屋へにげこんだ。 

 実際、うちの学校は宿題が多い。とにかく、

１学期中に教科書の最後まで進めようってん

だから。そして２学期からは、進学後の予習。 

 ４年で転校して来たときは、周回おくれを

走ってる気分だったな。とくに英語の授業な

んて、アイアムアペンだぜ。 

 牛のシッポになるよりニワトリの頭になれ

ってコトワザがあるけど、オレなんかシッポ

からぶら下がってる。でも、ふつうのドリル

なら８０点は取れるぞ。先生に言わせたら、
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あんなの１００点未満はゼロ点と同じだそう

だけどさ。牛のシッポはニワトリの頭と同じ

くらいの高さってこと。 

「舞子、ご飯だぞ」 

 明香さんは帰っているので、（義理の）親子

水入らず、カレーだから水は要るけど。 

 うげ。福神づけじゃなくて、どろっとした

緑色のピクルスか。好ききらいはしないけど。 

「ごちそうさま。まだ宿題が残ってるから」 

「食後は胃ブクロに血が集まって、頭が回ら

ないぞ。もうすぐ、舞子の好きなアニメが始

まるんだろ」 

 ということで。パパのひざに座って、いっ

しょに見た。 

 頭ナデナデとか足をスカートぎりぎりまで

サスサスとか、スキンシップてやつがうっと

うしい――なんて思っちゃダメだよな。 

 昔からこうだったけど、ママがいなくなっ

てからは増えた。きっと、オレが悲しんでる

と思って、なぐさめてくれようとしてるんだ

から。 

 テレビを見終わったら。 

「おとついも昨日も、パパが先に入っちゃっ

たね。今日はいっしょに入ろう」 

 パパができてから、ずっと続いてきた習慣。
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母さんとパパと３人で入ってたときは楽しか

ったけど、ふたりきりは、はずかしいかな。

だって、父親といっしょに入浴してる子なん

て、オレくらいだもの。 

 でも、ママが居たときと同じに生活を続け

たいって気持ちもある。 

「いいけど……エッチなことはしないでよ」 

 すこしふくらんできたなとおっぱいをつま

んだり、まだ生えてないのかオクテだなって、

マンマンのまわりを指でなでたり。 

「ヒヨコのくせに、何をマセたことを言って

るんだ。そういうことは、麻苑
ま そ の

の半分くらい

はボンキュッボンになってから言え」 

 まあ、のっぺらぼうの丸太ん棒を相手にエ

ッチなことを考えたりはしないよな。あ、麻

苑てのは母さんの名前。 

 パパは、オレには『パパ』と呼ばせるくせ

に、母さんのことは『マソノ』って呼んでた。

そんで、ママも『パパ』とは呼ばずに『ダン

ナ様』って、呼んでたな。今じゃ、メイドの

明香さんが、そう呼んでるから……オレとし

ては、複雑な気持ちがあるんだよな。 

 それはともかく。しかたなくいっしょに入

ったんだけど。 
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「いつ見ても、舞子のはだはスベスベだね」 

 ケノビができるくらいバスタブは大きいの

に、ソファーと同じようにオレをひざの上に

乗せて、うでやかたをナデナデサスサス。 

「麻苑は、いつもはだがあれていたからなあ」 

 それは同感。オレが物心ついたときから、

そうだった。打ち身みたいなアザとか、細長

いひっかき傷とか、あちこちにあった。アレ

ルギー体質だけど、かゆいとかはないってい

うのは、オレを安心させるためのウソだった

かもしれないけど。昔は月に１回か２回だっ

たけど、結こんしてからはしょっちゅうだっ

たな。 

「ひゃんんっ……？！」 

 マンマンの筋をくすぐられて、オレは飛び

上が……れなかった。パパの左うでが、ガッ

チリと胸をおさえつけてた。 

「やめてよ。そういうとこは、さわっちゃい

けないんだぞ」 

「パパが麻苑のここ
．．

をかわいがってたのは、

舞子も知っているだろ」 

 夫婦ってのが、そういうこと
．．．．．．

をするっての

は、なんとなく知ってた。でも、親子３人で

入ってて夫婦でイチャつくなんて、多分うち
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くらいだぞ。 

「オレは母さんじゃないよ」 

「麻苑は、天国へ行ってしまった。これから

は、舞子がパパのおよめさんになっておくれ。

麻苑も、それを望んでいたんだよ」 

 母さんはパパにベタボレだったから、パパ

をさびしがらせないように……じゃない！ 

 義理でも養子でも親子だぞ。オレがおよめ

さんになれるわけ、ないだろ。 

「やんっ……？！」 

 ピリピリッと、電気みたいなくすぐったさ

が、マンマンに走った。 

「やめろよ。母さんがいなくなって悲しいの

は分かるけど、オレだって悲しいんだぞ」 

「だから、ふたりでなぐさめ合おう」 

 それは分かるけど、だからって夫婦のイチ

ャイチャを父とむすめでってのは、絶対にち

がうと思うぞ。 

「もう、やめろよ。こんなことをするんなら、

２度といっしょには入らないからなッ」 

 男言葉できつく言ったのが効いたのか、パ

パは指をマンマンからはなして、うでの力も

ゆるめてくれた。ので、立ち上がってバスタ

ブから出て、身体をふかないまま自分の部屋

へにげた。 
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 あらためて身体をふいて、整理ダンスから

新しい下着を出して。 

 どうしよう、どうしよう、どうしよう？ 

 パパは、ロリコンてわけがないよな。クリ

スマス過ぎの母さんと結こんして、ラブラブ

だったんだから。３０才そこそこで、いきな

り大きなヒヨコの親になったものだから、愛

情表現がこんがらかってるんだろう。それと

も、母さんのおもかげをオレに重ねてるんか

な。 

 でも、やっぱり、ちょっとは不安だ。 

 義理のお父さん（養親ていうんだよな）に

エッチぽいことをされました――なんて、ま

さか１１０番とか交番なんて、大げさだし。 

 ――午後１１時くらいまでねつけずに、モ

ンモンと考えて。やっぱり、担任の岩秀
いわひで

先生

に相談するしかないよな。 

 

 

義理父の強カン未すい 

 

 先生のアドバイス（？）には納得できなか

った。 
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「血はつながっていないのだから、そういう

意味では、男女のスキンシップとして、それ

くらいはふつうだという考え方はできるね」 

「でも……そんなの、考えたことないや。養

子でも父親でしょ。やっぱり、変だと思いま

す。母さんが居なくなって、その代わりがオ

レだなんて……」 

 言ってるうちに、パパの言葉がムジュンし

てるのに今ごろになって気づいた。 

 オレのことをヒヨコだなんて言っときなが

ら、およめさんになってくれだなんて。 

「これからも、お父さんに養ってもらわなけ

ればならないんだろ。すこしはがまんして愛

想良くしておいた方が、良くはないかな」 

「…………」 

 先生の言ってることは、なんかおかしい。

でも、どこがおかしいのか、うまく言い返せ

ない。 

「すぐには納得できないかな。それじゃ、こ

うしよう」 

 家庭内のもめ事は『民事不会入』といって、

警察は手を出せない。何かあったら、先生に

連らくしなさい。電話番号は知っているね。 

 連らくノートに書いてある。確かめとこう。 

 ――その日のうちに、電話で救けを求める
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ことになっちまった。 

 パパの後から入浴して。宿題を片付けて。

パジャマに着変えてから下へ降りて。歯みが

きも済ませて。お仏段の母さんに「お休みな

さい」をして、もちろんパパにも「お休みな

さい」を言って。午後９時にはベッドにもぐ

りこんだ。昨夜はねつけなくてすいみん不足

だから、すぐにグッスリ。 

 ……………… 

 ………… 

 ……なんか、くすぐったい。それにはだ寒

い。布団を引っ張り上げようとしたら、何か

に手が当たった。 

「……？」 

 目を開けたら。そこにパパの顔があった。 

「……！」 

 パパが、オレのパジャマをはだけて、胸を

なでていた。だけじゃなくて。 

「起きてしまったか。静かにしていなさい」 

 ズボンをパンツごと引き下げられた。 

「やめろよ！」 

 手をはらいのけようとしたけど、逆につか

まれて。両手をまとめておさえつけられた。 

 パンツまでぬがされた。 

 パパがベッドへ上がってきた。夜にくつろ
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ぐときに着ているガウンだった。その前をは

だけると……下には何も着ていなかった！？ 

「…………？！」 

 豆電球の暗がりの中でも、パパのチンチン

が、いつもの何倍もの大きさになって先っぽ

が上を向いてるのが見えた。これって、ボッ

キていうんだよな。自分でいじったりエッチ

なことを考えたりすると、こうなる（らしい）。 

「舞子。パパのおよめさんにしてあげるよ」 

 オレの足をつかんで――赤ちゃんのオムツ

を変えるときのような姿勢にさせようとした。 

「麻苑よりも、よっぽどきれいなオマンコだ

ね」 

 パパは、これまで見たことのないこわい顔

をしている。何をするつもりなのかは分から

ないけど……ものすごくエッチなことだと、

直感した。 

「やめろ……やめてよ！」 

 オレの声を無視して、オレの足の間に身体

を割り入れてきて……くそ、なんだよ。マン

マンにツバをはいて、そこを指でこねくる。 

「ひゃうんっ……？！」 

 ビリビリッと電気みたいのが走って、変な

声が出ちまった。 

「痛いっ……！」 
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 マンマンの中にまで指を入れられた。 

 あっ、そうだ！ 

 男はキンタマをけられると、ものすごく痛

がる。実際、けられたんじゃないけど鉄棒で

ずり落ちかけてキンタマをぶつけた男子がい

たっけ。しばらく地面にうずくまってて、そ

れから、なぜかケンケンをしてたっけ。 

 でも、そんなことをしたら、パパにしから

れる……なんて、ちらっと考えたけど。もの

すごくエッチなことをしようとしてるパパが

悪いんだぞ。 

 右足をうんと縮めて――パパのまたぐらを

けるというか、おし返した。 

「うぐふっ……」 

 ベッドの上で、パパがもんどり転がった。

鉄棒のときと同じで、またを両手でおさえて

うずくまって……オレは、ぬがされかけたパ

ジャマを引きずって、部屋からにげ出した。 

 家にいたら、またパパにおそわれる。 

 オレは、リビングのすみに置かれてるお仏

段のとこへ行った。まだ残ってた。お供えな

んかな、小銭がセンコウ立ての横に置いてあ

る。由来はパパも知らないみたいだけど、母

さんの生まれた地方ではそうするらしい。 

 その小銭をもらって、家を飛び出した。 
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 近くの公園まで行って。パパが追っかけて

来ないのを確かめてから、電話ボックスに入

った。１０円玉を何枚か入れて、先生の自宅

に電話をかけた。 

「礼堂舞子です。パパが……すごくエッチな

ことをしようとするんで、家出しました」 

 家出じゃないけど、ふつうの外出でもない。 

「落ち着け。何があったか、くわしく言いな

さい」 

「ええと……今日はパパとおふろが別で、ね

てたら部屋へ入って来て、ねぼけてるうちに

パジャマをぬがされて、マンマンをいじられ

て、チンチンが大きくなってて……キンタマ

をけって、にげて……」 

 しもろどもろってやつ。 

「落ち着け。とりあえず、家へ帰ってなさい。

明日の朝にでも、先生が家庭訪問しよう」 

「でも、帰ったら……パパをけとばしちゃっ

たし……」 

「だいじょうぶ。お父さんも頭を冷やしてい

ることだろう。何も起きない。先生を信じな

さい」 

 そんなもんかなとは疑ったけど。いくら６

月でも、深夜にパジャマじゃうすら寒いし。

けど、カギをかけられてたらどうしよう。 
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 おそるおそる家へもどった。げん関にカギ

はかかってなかったし、パパの姿はリビング

になかった。まさか、オレの部屋でもん絶し

たままなんて……ことも、なかった。 

 でも、またおそわれたらこわいので、毛布

にくるまってドアにもたれかかって――いつ

の間にかねちゃってたな。 

 

 ずずずっと背中をおされて、目が覚めた。

パパかなと、身構える前に。 

「舞子ちゃん。先生だ。だいじょうぶだから、

ここを開けなさい」 

 へ……？ 

 外はうす暗い。夜明け前？ こんな早くか

ら家庭訪問？ 

 とにかく、開けてみたら。岩秀先生の他に

……おまわりさんが立ってた。その後ろにも、

知らない小父さん。 

「私は市役所の保護司です。礼堂舞子さんで

すね。あなたを保護します。しばらくの間、

養い親から引きはなして、保護シセツで暮ら

してもらいます」 

 なんだか、１１０番より大げさなことにな

ってるんじゃないか？ 

「あの……それで、パパは……タイホとか、
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されちゃうんですか？」 

「とりあえずは署まで同行していただいて、

事情をうかがって。後は舞子ちゃんの証言次

第かな」 

「ちょっと……ええと、スキンシップが行き

ちがっただけです。オレ、平気です」 

「こういう場合は、とにかく保護するのが規

則だから。問題がなければ、すぐに帰れるん

だから。とにかく、いっしょに来なさい」 

 お役人は規則の一点張りだって、オトナの

ぼやきってやつを聞いたことがあるけど。ほ

んと、そんな感じだ。 

「その方が、舞子ちゃんのためなんだよ」 

 岩秀先生までも、保護司さんに賛成してい

る、。めんどうなことになっちまった。 

「納得してくれたかな。すぐに支度をしなさ

い。生活に必要な物はすべてシセツにそろっ

ているから、パジャマのままで来てもいいん

だよ」 

 そんなわけにはいかない。 

 下着はおふろの後で変えているから、よそ

行きの……シセツから通学するんだから、制

服だな。 

 ばたばたと着変えて……るとちゅうで、こ

ういうときは男の人には出て行ってもらうん
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だったと思い出したけど、今さらだよな。 

 下に降りたら、だれも居なかった。 

「ああ。お父さんは先に警察へ同行してもら

っているよ」 

 これでオレまで居なくなったら、戸閉りが

不用心だ。 

「あの……いきなり、オレたちが居なくなっ

たら、メイドの人が朝に来て困ると思います」 

「取りこし苦労の多い子だね。ちゃんと、市

役所の方から手配をしてあげる」 

 連れ出されて。門を出て５０メートルくら

い歩いて、空き地に止まっている車に乗せら

れた。オレを真ん中にして、両側に保護司さ

んと担任の先生。運転してるのは、おまわり

さん。これ、ふくめんパトカーてやつかな。

だとすると、まだバスは走ってないから、先

生はここまで来るのに、まさか歩きだったん

かな。 

 しまった。ランドセルも教科書もノートも

置いて来ちまった。 

 それを言ったら。シセツに居る間は学校を

休む決まりになっているから、問題はないそ

うだ。大有りだぞ。牛のシッポからさえ、転

げ落ちちゃう。 

 車は小さなアパートに寄って、そこで先生
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を降ろした。保護司さんと２人並んでシート

に座って、ますますきん張しちゃう。ちょび

っと不安にもなってくる。けど、小さなコッ

プにバケツの水を注ぎこまれたみたいな感じ

で、あれもこれも、きちんと考えられない。 

 車で１時間くらい走ってるうちに、夜が明

けて。着いたところは、飛行場。ジェット旅

客機の発着する飛行場じゃなくて、軽飛行機

とかヘリコプターがちょこっとあるだけ。 

「ここからはヘリコプターで行く。トイレは

今のうちに済ませておきなさい」 

「シセツって、市の中にあるんじゃないんで

すか？」 

「レアケースの特別な事情をかかえている子

の収容シセツだからね。あちこちから集めて

いるんだよ」 

 特別な事情って……やっぱり、パパがオレ

にしようとしてたのは、行き過ぎたスキンシ

ップとかじゃなくて、もっとひどいことだっ

たのかな。 

 頭がこんぐらかったまま、トイレへ行って。

それから、保護司さんとヘリコプターに乗っ

た。運転するのは、もちろんおまわりさんじ

ゃなくて、操縦士さん。なんか、パイロット

て感じじゃない。ぴしっとした制服じゃなく
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て、暑苦しそうな革ジャンだもの。 

 ――ヘリコプターから街を見下ろすのは、

初めての体験。ジェット旅客機は乗ったこと

があるけど。あれって、ぐんぐん街並みが小

さくなって、すぐ雲の上に出ちまう。ヘリコ

プターからだと、ジオラマを見下ろしてる感

じだ。 

 ジオラマはすぐに終わって。後は緑と茶色

のデコボコ、つまり山の上を飛び続けた。 

 ヘリコプターはエンジンの音がすごくて、

まともに会話もできない。ので、ひたすら山

と川と、たまに横切る道路ばかりをながめて

た。 

 不安と退くつばかりの時間が過ぎて。山が

真下にまでせり上がってきた。山と山の間に

草原がある。馬が５頭くらい見える。牧場か

な。 

 そのすみっこに、ヘリコプターが着陸した。

牧場の人たちだろう、３人が近寄って来た。

中年の小父さんと小母さんと、若いお兄さん。 

「あの人たちが、これから舞子ちゃんを再教

育してくれるんだよ。逆らうとチョウバツだ

からね」 

「え……それって、どういう……？」 

 質問を言い終わる前に、オレはヘリコプタ
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ーからつき落とされた。下が草地だから、す

りむきもしなかったけど。小父さんとお兄さ

んが、オレの手をつかんで引きずった。 

 グオオオン。エンジンの音が大きくなって。 

 バダダダダ。台風みたいな風をふき付けて、

ヘリコプターが飛び上がった。 

 ふたりの男の人は、問答無用でオレを引き

ずる。 

「ここって、保護シセツだと聞いてます。小

父さんたちは、シセツの人なんですか？ な

んだか、牧場ぽいですけど？」 

「ごちゃごちゃ言うな。来れば分かる」 

 パパに無理矢理に『およめさん』にされる

より百倍も悪いことが待っているような気が

する。でも、オトナふたりの力に逆らおうと

するほど、オレはうろたえちゃいない。引き

ずられるんじゃなく、おとなしくついて行っ

た。 

 やっぱり牧場だった。何百メートル四方も

ありそうな草地は木のサクで囲まれていて、

山に面した一画に平屋がならんでいる。その

うちの２つは、大きな門が開け放たれていて、

中に何十頭もの馬が見えた。 

 その馬屋のひとつをおくまで通りぬけて―

―そこで、オレは本当にビックリギョーテン
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しちまった。 

 

 

ポニー少女と使役ロバ 

 

 裏庭って感じのそこに、はだかのお姉さん

が立っていた。ナワでしばられて、小さなリ

アカーみたいなのにつながれている。 

「その荷車に乗れ」 

 背中をおされたけれど。乗れるわけ、ない

じゃないか。オレが乗ったら、お姉さんが引

くんだろ。申し訳ないじゃ済まないような気

がした。 

「めんどうだな。コンポウしちまうか」 

 お兄さんが、オレのうでを背中へねじ上げ

た。 

「痛い！ なにするんだよ？！」 

「こうするんだ」 

 お姉さんがしばられているのと同じうす茶

色のナワで手首をしばられた。逆らおうにも、

女の子がオトナの男にわん力で敵うはずがな

い。手をしばられただけじゃなく、地面にお

したおされて、身体を逆エビに折り曲げられ

て、手首をしばったナワで足首までしばられ



- 26 - 

 

た。 

「よいせっと」 

「痛い痛い痛い……やめろ！」 

 手足をつないでるナワを持って、オレを宙

づりにしやがった。身体が引きしぼった弓の

ように曲げられて、背中がミシミシ痛い。 

 どさっと、荷車の中へ放りこまれた。 

「やめろ！ バカヤロウ！ ほどけよ！ オ

レをどうしようってんだ？！」 

 小父さんが細長い棒を、オレの顔の前へつ

き出した。先っぽがふたまたに分かれて、と

がっている。小父さんが、オレの後ろへ動い

た。 

 チクッと、しりに痛みが走ったと感じたし

ゅん間。 

「きゃあああっ……？！」 

 ビリビリッと、つき差さりながらふるえる

ようなショックが、しり全体に走ったという

か、暴発した。 

「いななくたびに、電激を食らわすぞ。ケツ

で効かないなら、パンツの中に打ちこんでや

るぞ」 

 くそ。なんてことしやがる。感電したら死

ぬんだぞ。 

「…………」 
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「なあ、親父……」 

「オーナーだ。ポニーの前では言葉使いに気

をつけろ」 

 オーナーか。こんなひどいことをするやつ

を小父さん
．．

なんて、心の中で考えるだけでも

ヘドが出る。オレも、そう呼んでやろう。 

 親父と呼びかけた若いやつが、身をかがめ

てオレの顔をのぞきこんだ。 

「いっそ、ハミをかませてやろうか？」 

 ハミ……？ 

「ミャナカンツォーネ。ハミを見せてやれ」 

 はだかでしばられてるお姉さんが、オレを

ふり返った。 

「……！？」 

 お姉さんは横棒を口にくわえてた。棒のは

しに金具とかバンドが付いてて、それが顔を

しばってるから、くわえさせられてるんだ。

まるで、サルグツワだ。 

「これなら、いななけないから、電激を食ら

わずに済むぞ？」 

「……ハミなんて、いやだ。さわがなけりゃ、

いいんだろ」 

「そうか」 

 若いやつが下がると、またオーナーが棒を
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オレにつきつけた。先っぽがすうっと下がっ

て、オレの胸元に近づいた。 

 もしも、胸につき差されたりしたら……い

や、きっとオレを試してるんだ。さけんだり

するもんか。 

「ひっ……」 

 棒の先が、服の上から胸におしつけられた。

ほんのちょっとだけチクッとしたけど、電激

は食わなかった。 

「よかろう。ハミは無しだ。すぐに外すから、

手間だわい」 

 オーナーは、満足そうにうなずいて。電激

棒の先をお姉さんのしりに当てた。 

 軽くふれただけなのに、お姉さんはビクン

と大きく背中をふるわせた。 

「ゴーアヘッ」 

 かけ声で、お姉さんが上体をたおして足を

ふみ出した。でも、前へ進めない。 

 あれ……？ 

 お姉さんは荷車につながれてるように見え

たけど、なんだかおかしい。 

 荷車からつき出てる長い鉄の棒は、とちゅ

うでヘビがカマクビを持ち上げるみたいな形

（こんな感じ＿／￣）をしていて、上の棒が

またすれすれをつきぬけている。お姉さんを
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しばっているナワは棒に結ばれているけれど、

ピンと張った感じはない。なのに、お姉さん

は足をふん張って、荷車を引こうとしている。 

「ハイヨウ」 

 マスターがお姉さんのしりに電激棒を、今

度はつき差した。 

「きひいっ……」 

 悲鳴かな。いななく
．．．．

なんて言うもんだから、

そんなふうに聞こえる。 

 ぐううっと、お姉さんがさらに前のめりに

なって。ごとんと、荷車が動いた。動き始め

ると、お姉さんが身体を起こしても、そのま

ま前へ進んで行く。これは、静マサツと動マ

サツの関係だ。でも、ゆるんでるナワで、ど

うやって荷車を引けるんだろう。 

 不思議に思ってるうちにも、荷車はゆっく

りと進んで行く。 

「あう……くうう……あんんっ……」 

 お姉さんは１歩ごとにうめいている。でも、

苦しそうには聞こえない。おふろに入って、

熱いけど気持ち良いときに出る留息に似てる

かな。 

「ぐううう……」 

 お姉さんが力みだした。ここまでの道はほ
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そうされてたけど、草地に差しかかったんだ。 

 これまではゆっくりと進んでたけど、じり

じりじわじわって感じになった。 

「ドーオ、ドウドウ」 

 オーナーが、荷車とお姉さんをつないでい

る鉄の棒を、バンバンとたたいた。お姉さん

が止まった。 

 オレは、荷車の上でナワをほどかれた。痛

む背骨をかばいながら、自分の足で荷車から

降りた。オーナーよりちょっと若い感じの女

の人が、オレの二のうでをつかんで――にげ

られないようにしたんだろうな。 

 オーナーが、お姉さんと荷車の連結（？）

を解きにかかった。こしと鉄の棒をつないで

いるナワをほどいて、鉄の棒をおし下げ……

えええええっ？！ 

 お姉さんのまたの間から、太い棒がずるず

ると出てきた。その棒は、引き棒に植わって

いる。 

 分かった。この垂直の棒をおして、荷車を

引っ張っていたんだ。でも、腹に当てておし

ていたんじゃないよな。最初に見たとき、こ

んな棒はなかったもの。 

 あ、もしかして。マンマンには、チンチン

を入れる穴があるそうだけど、そこへ入れて
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たんかな。 

「ひゃあっ……？！」 

 ぽんっとしりをたたかれて、スカートめく

りをされた女の子みたいな悲鳴をあげちまっ

た。 

「心配するな。おまえにはチツ引きはさせな

い。ケツ引きをしこんでやるけどな」 

 若いやつが、しつこくしりをなでる。身を

よじってにげようとしたら、女の人にうでを

ねじ上げられた。 

「じっとしてなさい。身体をなでられていや

がるようでは、立派なポニーになれないよ」 

 ポニー。たしか、子馬のことだったよな。

お姉さんに「ハイヨー」とか「ドウドウ」と

か、あれって馬へのかけ声だろ。「いななく」

とか言ってたし。オレもお姉さんも馬として

あつかわれてる？ 

「みﾞゃああっ……」 

 くぐもった悲鳴がきこえたので、そっちへ

ふり返った……ら、お姉さんと荷車よりもキ

テレツな光景が目に飛びこんできた。 

 女の子が２人で縦１列になって、人間を乗

せた車を引いている。お姉さんとちがって、

はだかじゃない……よな？ 

 むき出しの胸の下からこしまで、黒光りす
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る帯（？）を巻いてて、手はしばられていな

い。ひじをわきに付けて、水平に上げている。

これで前後に動かしたら汽車ポッポだ。こし

から下も（マンマンまで）むき出しだけど、

ひざまである黒いブーツをはいて、ももが水

平になるまで足をけり上げて歩いている。 

 引き棒は――またの間を通ったりはしてい

なかった。こしの横を通っている。金具で腹

帯に連結されてるらしい。 

 そんな人力車が２台、競い合うように走っ

ている――てほどのスピードじゃないけど、

お姉さんが荷車を引いてたときよりは速いか

な。 

「ラアアイト」 

 車に座ってる男の人が、細長い棒で後ろの

女の子のしりを打った。 

 ザッザッザッと足並みをそろえて、２人の

女の子が右へ大きく回り始めた。オレの方へ

向かって来て。 

「レエエフト」 

 オレの目の前で横向きになって通り過ぎた。

その何秒かのうちに、いろんなことが見えた。

女の子は２人とも、オレより２つか３つは年

上（お姉さんは５つ以上だろう）に見えた。

お姉さんと同じようなハミをかまされて、そ
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こからのびた細いナワが、人力車に座る男に

持たれている。 

 顔に付けているのはハミだけじゃない。ハ

チマキみたいなのを額に巻いて、正面には大

きな鳥の羽根みたいのがかざられている。 

 うでを『小さく前へ習え』みたいにしてい

るのは、手首をタコ糸でしばられて、乳首に

つながれているからだった。手首から下にも

垂れているタコ糸には小さなスズがつるされ

てて、それをひざでけり上げている。 

 シャン、シャン、シャン、シャン。 

 ももが水平まで上がるから、歩くよりもお

そいくらいなのに、かけ足をしてるみたいに

見える。 

「あれが、ポニーガールだ。おまえもああな

るように調教してやる。楽しみにしていろ」 

 言われて、オレは我に返った。 

「どういうことなんだよ？！ オレはパパか

ら引きはなされて保護されるんじゃなかった

のか？」 

 オーナーが電激棒を胸につきつけた。 

「静かにしていると約束したな。破るのなら、

ハミくらいでは済まんぞ」 

 くそお……何がどうなってるのか分かるま

で、おとなしくしてるしかない。分かっても、
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どうしようもないかもしれないけど。 

「もちろん、ドンキーガール――ロバ少女と

してもたっぷり使役してやる。おお、忘れて

おった」 

 はだかでしばられたまま、何も言わずにぽ

つんと立っているお姉さんを、オーナーがふ

り返った。 

「ドンキーは終わりだ。そのままキュウシャ

へ行って、次の調教を待っていろ」 

 お姉さんは、返事もうなずきもせず、くる

りと向きを変えて――さっきの女の子と同じ

ように、足を高くけり上げながら、草地のす

みに並んでいる建物に向かって歩いて行った。 

 オーナーがオレに向き直った。 

「おまえには、調教前の検査と処置がある」 

 検査と処置。オレも、これまでの『まとも

に服を着ていない』５人と同じようにあつか

われるんだとすると……ろくでもない予感し

かしない。 

 

 

身体検査と性器ほう合 

 

 ３人に取り囲まれて、お姉さんが向かった
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のとはちがう小屋へ連れて行かれた。保健室

と倉庫をひとまとめにしたような小屋。体重

計とか身長計とかは保健室ぽいけど、何に使

うのか分からない大道具やら……かべにはム

チとかクサリとかナワがかけてある。 

 部屋には、３人の男の人が待ちかまえてい

た。お兄さんぽいのとおじいさんぽいのと、

デブ中年と。オレを連行して来た３人から小

母さんがぬけて、全部で５人。 

「まずは身体検査からだね。着ているものを

全部ぬいで、すっぱだかになれ」 

 オーナーに言われて。はい、そうですかな

んて、できるかよ。 

「オレをどうするつもりなんだよ。帰してく

れよ。変なことをしたら、警察に言うぞ」 

 うわははは――わざとっぽく、じじいが笑

った。 

「なかなかに歯ごたえのありそうなポニーじ

ゃの」 

「服をぬげと言ったのだが。従わないなら、

おさえつけて切りさいてやってもいいんだ

ぞ？」 

 言って聞かせる――みたいな口調が、かえ

って不気味だ。くそ、ぬげばいいんだろ。男

子にパンツを見られても平気なオレだぞ。身
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体検査でも何でもしやがれ。 

 オレはブレザーをぬいでスカートをぬいで

ブラウスもはだ着も、いさぎよくぬいだ。 

「手が止まったぞ。わしはすっぱだかになれ

と言ったぞ？」 

 ちっ。パンツもぬげってのかよ。プール授

業の着変えだと思えば、どうってことないぜ。 

 パンツに手をかけて……くそ、なんで指が

ふるえるんだよ。手を動かせないんだよ。 

「手が止まっているぞ。みなさん、手伝って

やってください」 

 オーナーとその息子を除く３人が、オレに

つめ寄ってくる。 

 羽交い閉めにされた。デブ中年が、パンツ

に手をかけて…… 

「おっと。先にクツをぬがさないと、引っか

かる」 

 足元にしゃがんで、オレの足を持ち上げよ

うとした。 

「やめろ！」 

 反射的に、オレはそいつのあごにケリを入

れようとしたんだけど――後ろへ引っ張られ

て、空を切った。 

「どうやら、身体に教えてやらないとダメみ

たいだな」 
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 オーナーが電激棒をオレにつきつけた。 

「わしにやらせてくれ」 

 中年デブが、オーナーから電激棒を受け取

った。 

「なんだ、５０じゃないか」 

 チキキと、ニギリを回した。 

「しっかり、おさえていてくれよ」 

 オレを羽交い閉めにしてる若いやつに声を

かけてから、電激棒をオレに近付ける。 

「どこに食らわせようかな」 

 電激棒がすっと上がって、ふたまたの針の

１本が乳首にふれた。 

「…………！」 

 思わず目をつむって歯を食いしばったけど、

軽くチクッときただけ（でも、飛び上がりか

けた）で、通電されなかった。 

 はだをなぞりながら、電激棒が下がる。水

平だった２本の針が、上下になった。 

「くうう……」 

 パンツの上から、割れ目をなぞられた。ま

さか、こんなとこにつき差したりは…… 

「ひゃんんっ……？」 

 くすぐったいようなゾワゾワするような感

じが、マンマンをつきぬけた。割れ目の上は

しに、小さなイボみたいのがかくれてるけど、
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そこをつつかれたんだ。黄世音ちゃんが、そ

こはマンマンの穴よりも気持ち良くなれるポ

イントだって言ってたけど、自分でコソッと

さわると、オシッコをチビりそうになるけど

――今のは、気色悪いだけだった。 

「ここか……」 

 針がプツッとつき差さった。 

「痛いっ……ぎゃわﾞあﾞあﾞあﾞあﾞっっ！！」 

 ビビビビビビ！！ 

 マンマン全体が暴発したようなショック。 

「ぐううう……」 

 ひざがくだけた。どんっとつき飛ばされて、

オレはゆかにつんのめった。 

 痛
いて

えよおお。両手でマンマンをおさえて…

…生温かい？ 

「おいおいおい。幼ち園児じゃあるまいに、

おもらしかよ」 

 ５人ともが、ケタケタ笑ってやがる。はず

かしい。でも、あんなすさまじいショックを

受けたら、しょうがないじゃないか。 

「ぬれたままじゃ気持ち悪いだろうが。とっ

ととぬいじまえ」 

 もう、逆らう気力はなかった。自分で立ち

あがって、自分でぬいだ。クツまでぬれてた



- 39 - 

 

ので、クツ下とまとめてぬいだ。本当に、こ

れで、一糸まとわぬってやつだ。 

「これでふいておけ」 

 目の前につきつけられた『これ』は、さっ

きまではいてたスカート。後で着るときにイ

ヤだなと思ったけど。さっきは「切りさく」

とか言ってたな。外で見た女の子たち（と、

お姉さん）は、みんなはだかに近い格好をし

ていた。オレも同じにされるんかな。 

 ２度と絶対に金輪際、電激はイヤだから。

ごわごわした生地で、オレはマンマンをぬぐ

った。こしも足もぬれてたので、全部ぬぐっ

た。 

「よし、こっちへ来い」 

 体重計に乗せられて、身長計に立たされて。

１４８ｃｍ、３９Ｋｇ。学校の身体検査のと

きより、１ｃｍと１Ｋｇ成長してた。 

 じじいにメジャーを巻きつけられて、スリ

ーサイズも測られた。７３／５８／８１――

だったけど。 

「ふむ、チブサはないに等しいな」 

 有るよ。つうても、プチトマトをおしつぶ

したくらいだけど。 

 じじいのやつ、指をすぼめて胸をもむんじ

ゃなくてつまみやがった。 
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 ふくらみかけのチブサはびん感なんだぞ。

痛いんだ。でも、もう絶対にいなないたり
．．．．．．

は

しない。がまんする。 

「ふふん」 

 メジャーをゆるく巻いて、７７ｃｍだと言

った。 

「しかし、こうすれば……」 

 ぎゅうっとメジャーを引きしぼりやがる。 

「７４センチだな」 

「たしか、ジャパユキンがＡＡＡカップだっ

たな。こいつはそれ未満。ゼロカップという

わけだ」 

 中年デブがあざ笑いやがった。 

 でも、くつじょくはこんなものじゃ済まな

かった。 

 ひじかけのあるビニール張りのベッドにね

かされて――ひじかけじゃなかった。足を乗

せる台だった。パカッと大また開きをさせら

れた。胸とこしと足にバンドを巻かれて、身

動きできなくされた。 

 じじいが、オレのまたぐらをのぞきこんで

…… 

「やだっ……」 

 マンマンをピンセットの親玉みたいのでつ
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つかれて、声が出ちまった。 

「そうか。チツは測定する必要がなかったな。

まあ、エイン長は２．５センチだ」 

 じじいは銀色のトレーにピンセットの親玉

をカシャンと置いて、左手の指に油みたいな

ねばっこい液体を垂らした。 

「力を入れると、かえって痛いぞ」 

 その指で、オレのこう門のまわりをもみほ

ぐし始めた。 

 ううう……くすぐったいし、気色悪い。こ

れって、ひょっとしてエッチなことかなと思

ったけど。エッチてのは、マンマンとチンチ

ンだよな。 

「ひゃああっ……？！」 

 つぷんと、指先が穴に入ってきた。油みた

いのがぬってあるので、痛くはなかった。で

も、すごく変な感じだ。 

 指はすぐにぬいてくれた。 

 じじいが、きみょうな形をした棒を手に取

った。ピンク色のクシ団子みたいだけど、先

へ行くほど団子が小さくなっている。 

「あうっ……？！」 

 もしかしたら、まさかだよなと、疑ってた

通りのことをされた。クシ団子をこう門につ

き差したんだ。ぐぽんと、最初の団子が入っ
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てきて。次のやつも入ってきた。無理矢理に

こう門を広げられて、ぴききっと痛みが走っ

た。 

「痛い……やめてください」 

 ３つ目をおしこまれそうになって、オレは

降参した。 

「やっと、しおらしい言葉使いになったな」 

 オーナーがゆかいそうに言った。 

「すんなり入るのは２５ミリまでですな。ま

だシワがのび切っておらんから、３０は問題

なし。３５でも切れたりはせんでしょう。し

かし、それ以上は難しいですな」 

「じゃあ、ぼくは３番手くらいでがまんする

か」 

 じじいの言葉に若いやつがそう返したけれ

ど、意味が分からなかった。 

「それで、ホウゴウしてもクリはろ出できま

すか？」 

「いけますな。ホウヒをおし下げる形になり

そうですが」 

「むしろ好都合だな」 

 オーナーとじじいの会話も意味不明だった。 

 オーナーがビデオカメラを持って来て、オ

レのまたぐらにレンズを向けた。 

「おい、やめろ」 
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 しおらしい言葉使いなんか、するもんか。

どうせ、聞いちゃくれないんだから。 

「たしかにバージンでしたよと、おまえの父

親にも報告しなければならんのでな」 

 パパに……？ 

 パパのエッチな行ないからオレを保護する

なんて、ウソッパチだと感づいてはいたけど

……それだけじゃなくて、こいつらとグルだ

ったんだ。でも、パパとこいつら、オレをど

うしようってんだろう？ 

 あの女の子みたいなことをさせるんかな。

あれって、チンチンもマンマンも関係なさそ

うだけど、すごくエッチなことのようにも思

えるぞ。 

 それよりも……こいつらとグルなんだった

ら、パパもじきにここへ来るんだろうか。こ

いつらに変な事をされるより、もっとイヤだ。 

 ――とりあえずは、それ以上に変な事はさ

れなかった。 

 はだかのままで馬小屋へ連れて行かれて、

にげられないようにナワで手足をしばられて、

空いている小部屋へ放りこまれたのが『変な

事』じゃなければ――だけどな。 

 

 一体全体、何が起きてるんだよ？ 
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 ワラをぶちまけたゆかの上に転がされて、

ようやく考える時間ができた。 

 パパが養子のオレにエッチなことをするか

ら引きはなして保護するという口実で、ここ

へ連れて来られて。でも、それは、どうやら、

保護司と名乗ったやつとニセモノかもしれな

いおまわりさん（もしかすると担任の岩秀先

生も？）とが、パパとグルになって仕組んだ

ワナだった。 

 そんで、ここでオレをどうするつもりなん

だろう。ロバみたいに荷車を引かされてたお

姉さん。人力車（じゃなくて馬車？）を引か

されてた女の子たち。ああいうふうなことを

させられるんだろうけれど。何のためなんだ

よ？ 

 オトナのゴッコ遊びなんてものじゃないだ

ろう。 

 くそっ。見当がつかない。 

 次に何か
．．

されるまで、こうやって転がされ

て待ってるしかないんかな。でも、その何か
．．

は電激棒や身体検査（？）よりも、ずっと悪

いことひどいことじゃないのかな。 

 バラララ…… 

 ヘリコプターの音だ。オレを連れもどしに
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……来たんじゃなかった。音から判断して、

いったんは着陸したけど、すぐに飛び立った。

そして遠ざかって行った。 

 １時間（２時間？）で何回も、ヘリコプタ

ーのり着陸があった。ヒュウウウウンなんて

音のやつもあったから、全部別のヘリコプタ

ーだったかもしれない。 

 ６月の長い昼も、やっとかげがのびてきた

ころ、オレは馬小屋から（文字通りに）かつ

ぎ出された。これまでに見た５人とはちがう

男だった。 

 かたにかついで連れこまれた先は、さっき

と同じ小屋だった。１０人以上の老若男女が

ひしめいてた。と言っても、よぼよぼのジジ

ババは居なかった。 

 はだかでしばられてるお姉さんと、チブサ

とマンマンをむき出しで腹帯だけ巻いて、そ

の腹帯に手首を金具でつながれてる４人の女

の子は居たけどな。はだかの５人はハミって

いう横棒をくわえさせられてた。 

 オレは手足のナワをほどかれて――またす

ぐに、さっきの足乗せ台付きのベッドに、さ

っき以上のガンジガラメにしばりつけられた。 

 老若男女が、わらわらとオレを取り囲んだ。

女ってのは、ＰＴＡのお母さんみたいな人で、
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はだかの５人は、かべぎわから――何かきみ

ょうな表情で見守ってる。オレに同情してる

ような分囲気だ。 

 おっと、老若男女の中には、アメリカ人み

たいなおっさんもひとり混じってる。 

「これから行なう処置について説明いたしま

す」 

 オーナーが見物人に語りかけた。 

 オレに何をするか
．．．．．

の説明だから、全身を耳

にした。 

「この牧場では、飼主に素直でないじゃじゃ

馬を忠実なメスドレイに調教していることは、

みな様ご存知の通りです。当然に、メスマン

コだけでなくケツマンコもクチマンコも調教

の対象です」 

 何とかマンコてのは良く分からないけど、

飼主てのがパパのことだとしたら、つまりパ

パに何をされても逆らわないように調教する

ってことだな。たとえば、エッチなことでも。 

「しかし、このポニーは処女なのです」 

 見物人がざわめいた。 

「当然ながら、飼主様は、ご自分のマラで破

るおつもりです。たとえディルドといえど送

入は不可と、うけたまわっております」 
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「それでは、満足な調教ができないんじゃな

いかね？」 

「いえいえ。クリさえあれば、メスの調教は

何とでもなります。なお、残りの２穴も処女

ですが、こちらは会員のみな様に提供してい

ただいております」 

「ゴウギだな」 

「オチンポのあるトノガタがうらやましいで

すわ」 

 さっぱり分からないけど、とてもエッチな

ことを言ってるらしい。 

「しかし、調教の過程で事故が生じないとは

限りません。会員資格の取り消しと供宅金の

ぼっ収で済む問題ではありません」 

 そこで――オーナーが、オレの割れ目を両

側から指でつまんで、きゅっと閉じ合わせた。 

「調教期間中はインシンをホウゴウして、チ

ツとマクを保護しておきます」 

 オーナーがどいて、さっきも居たじじいが、

またぐらの向こうに立った。白いかっぽう着

みたいのをまとっている。 

「ひゃ……？」 

 マンマンをくすぐられて、冷たくて。これ

って、アルコール消毒？ 

 じじいが動いて、オレの目の前に銀色の針



- 48 - 

 

をかざした。小指の半分くらいの長さで、三

日月みたいに軽く曲がっている。タコ糸みた

いな太い糸が通してあった。 

「これを、どこにどうするか、分るかな？」 

 まさか……さっきのオーナーの長広舌。ホ

ウゴウてのは、ぬい合わせるって意味だよな。

マンマンを指でつまんだ意味も、何となく分

かってきた。はっきりとは分かりたくない。 

「その引きつった表情が、有弁な返事だな」 

「なお、マスイは一切使いません。ポニーの

いななきを、存分にお楽しみください」 

 オーナーがおそろしいことを言った。 

「しかし、純すいな痛みだけでは調教になら

ないのでは？」 

「このポニーは、我がアカトメシンポ牧場始

まって以来のじゃじゃ馬でしてね。まずは反

向心をてっ底的にへし折っておきます」 

 くそ、勝手なことを言ってやがる。マンマ

ンへの電激だけで、じゅうぶんにへし折られ

てる。痛いのは、もういやだ。 

「それに、飛び切りのアメ玉は……まあ、仕

上がりをごろうじろ、ですね」 

 きゅっと割れ目をつままれて、肉を内側へ

寄せられた。なんか、ちょこっと気持ち良か

ったり…… 



- 49 - 

 

「痛いっ……うﾞあﾞあﾞっっ！」 

 特大（針でツメの中をつき差したときの百

倍くらい？）のチクッがあって、それがヅグ

ヅグと肉の中に食いこんできた。 

「ひいいいい……」 

 細い痛みが、さらに走りぬけた。 

 顔をうつむけると、血で赤く染まったタコ

糸がななめ上に引っ張られてるのが見えた。 

 オーナーが、またビデオカメラで手術（？）

の様子を接写してるのも見えたけど、やめろ

言ったってムダなのは学んでるから、あきら

めた。これも、パパに見せるつもりなんかな。 

 パパは母さんが愛した人だったから、何や

かやあっても、オレも（なついたりはしなか

ったけどさ）きらいじゃなかったけど――こ

んなことをされちゃ、にくしみの感情しか残

ってない。 

 じじいが、またマンマンに何かコチャコチ

ャしたけど、今度は痛くなかった。バンドに

逆らって、さらに顔を起こすと、タコ糸が結

ばれて、その部分がぴったり閉じているのが

見えた。 

 針が、その１センチくらい上をつき差そう

とする。見たくない。オレはのけぞって、両

手をグウにぎりして歯を食いしばった。 
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 でも、そんなんじゃ悲鳴をおさえられなか

った。 

「ぎゃあああっ……痛い痛い、痛いよお！」 

 ブヅッ、ヅグヅグ、ツウウッ。 

 それが３回４回とくり返されて、そのたび

にオレは泣きわめいた。くやしいことに、な

みだまで流したんだ。 

 最後に、じじいは黄色い粉末をふりかけて。

ガーゼを当てて包帯を巻いてくれた。まるき

りのフンドシみたいで……これ、オシッコは

どうするんだろ？ 

「おっと、忘れるところでした」 

 オーナーが、ぺちんと額をたたいた。 

「性器ほう合など、当牧場としても初めてで、

しかも急きょみな様をお向かえして、アタフ

タですわ」 

 えええっ？ 

 じゃあ、オレは実験台にされたのかよ？ 

「新馬の名前を、おひろめしていませんでし

たな。新馬を向かえる都度に、気の利いた馬

名に苦しみますが、こいつは実に楽でした。

トジマンコです」 

 ワハハハと、下品な笑いがわき起こった。

笑ってないのは、はだかの５人だけだった。 

「その子は当才馬と聞いているが、本当か
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ね？」 

 また、オレには意味不明の言葉が出てきた。 

「事実です。と言っても、馬の数え方ではあ

りませんから、この９月で２才馬になります」 

「それにしても……」 

 質問した中年男が、オレを――まるで、品

定めの目つきだ。 

「３才馬からというのは目安であって、厳格

な方針ではありませんから。おい、ジャパユ

キン。ここへカム」 

 オレと同じくらいの年ごろの子が、オーナ

ーの横に立った。 

「こいつは６才馬ということになっています

が、とてもそうは見えないでしょう。実は初

潮が来ておりません。さすがに発毛――は、

牧場の方針で処理しておりますが」 

 その子は、オレとどっこいどっこいに見え

た。浅黒くて、顔つきも日本人ぽくないけど。 

「この子には４つ下の妹が居ますが、パスポ

ートを発行してもらえなかったと――まあ、

うわさですがね」 

 ほんとは４つ下の方ってにおわせてるんだ

な。２才馬ってことか。たん生日がきたら、

オレは２才馬てのになるらしいから――ジャ

パユキンの方がちょっとだけ早生まれの、同
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級生じゃないかよ。 

「ついでだ。残りの４頭もしょうかいしてく

れませんか」 

「月報に乗せてありますが？」 

「いやいや。現物を前にして聞くのは、本人

の反応が見えて面白いから」 

「なるほど」 

 というわけで、ひとりずつ部屋の中央へ立

たされて、短いしょうかいがあった。 

 オレを乗せた荷車を引いていたお姉さんは、

ミャナカンツォーネ。牧場の受け入れ上限に

近い８才馬。３才馬のときからくり返し入キ

ュウして、今年が４回目。２回目からは本人

の希望だってしょうかいされたけど……きっ

とウソだと思う。 

 その次にお姉さんぽい人が、シカップボイ

ン。 

「いちおうはごてい主の手とマラで調教済み

ですが、ポニーやドンキーとしても飼い慣ら

したいとのご要望です」 

 もうひとりの日本人がメコチョーキョ。４

才馬。 

「初潮を向かえてからロストバージンしたと

いう、けしからん経歴があります」 

 初潮は知識として知ってるし、ロストバー
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ジンてのは初めての本格的（の意味は、良く

分らないけど）なエッチのことらしいけど、

２つの言葉がつながらないや。 

 最後にしょうかいされたのが、西洋の女の

子。見た目そのままにホワイティーナだとさ。

５才くらいは上かと思ってたら、４才馬だっ

た。２個しかちがわない。 

「いやあ、かく世の感がありますなあ」 

 老若男女のうちの老男が、しみじみぽく言

う。 

「戦後４０年。まさか、戦勝国の少女を子馬

にする日が来ようとはねえ」 

「それを言えば、ジャパユキンもですわよ」 

 若女が言いそえた。 

「戦前は、逆にカラユキさんでしたもの」 

 戦後とか戦前とか、オレはおろか母さんだ

って生まれてない時代だよ。 

 それにしても――反応を見たいとか言って

たけど、５人ともボケッとつっ立ってるだけ

だった。初潮とか発毛とか、エッチぽいこと

をバクロされても平然としてる。 

 あ、そうか。ここでは、女の子を馬に見立

てて、馬としてあつかってるらしい。馬なら、

馬耳東風。そこまで『調教』されてるってこ

とかな。 
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 オレも、こんなふうに調教……されて、た

まるもんか。でも、電激棒はイヤだ。ホウゴ

ウも絶っっっ対にイヤだ。 

 各馬（？）のしょうかいが終わってから。

オレはようやくベッドから降ろされたけど、

マンマンが痛くて、まともに立つこともでき

なかった。また、かたにかつがれて馬小屋へ

もどされた。 

 かつがれてるとき、しりをなでられたけど、

だまってがまんしてた。 

 ５人も、馬小屋のそれぞれの仕切りの中へ

入ったんだけど、そのどれにも先客の（本物

の）子馬が居たんだ。同居っていうのか、世

話をしてるんかな。 

 ５人には、さっきの小屋からついて来たや

つらが寄ってたかって、ナワをほどいてハミ

も外して。腹帯を着けてる子は、それも。 

つまり、全員がまっぱだかにされた。それ

から、ランドセルの背負いベルトだけみたい

なのを着けられて、背中の長いヒモを仕切り

のおくにつながれた。つまり、仕切られた区

画から出られなくされたんだ。 

 オレだけは、ずっと厳しくあつかわれた。

わきに下に通したナワを背中でつり上げられ

て、立ちっぱなしにされた。しかも、両足に
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は穴の明いた木の板をはめられて、閉じれな

くされた。 

「決してマンコをさわるなよ。言うことが聞

けんようなら、手もしばるぞ」 

 傷の保護らしいと分かったけれど、感謝す

る気にはなれないぜ。 

「エサだ。その格好でも食えるだろ」 

 区画のおくは木のかべだけど、残る３方は

こしの高さのサクになってる。通路側のサク

は開閉する。 

 そのサクの上の空間に、底の浅い箱とバケ

ツが並んでつり下げられた。箱の中にはパン

とかソーセージとかが、ごちゃ混ぜに入れら

れてる。バケツには水。 

 両手が使えるから、食おうと思えば食える

けど、とても食欲が出るような……くそ、け

っこう良いにおいがする。グキュルルなんて、

腹の虫が勝手に鳴きやがる。昼飯はおろか、

朝飯も食ってないもんな。 

 それに。反向的と思われると、また痛いこ

ととかされるかもしれない――というのが、

意地が食い意地に負けた言い訳。オレが手を

のばしてパンをつまもうとしたら。 

「家ちくが手を使うか。犬食いをしろ」 

 あたりを見回すと、みんな手を使わず、箱
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に顔をつっこんでた。 

 だれが、そんなことを……しなきゃ、痛い

目を見せられるんだろうな。郷に入っては郷

に従え。先ぱいたちを見習うしかないや。 

 箱に顔を近づけて、パンもソーセージもニ

ンジンも、いっしょくたにかぶりついた。食

えなくはないレベルの味だった。 

「いい食いっぷりだぞ。明日からでも調教で

きそうだと、オーナーに伝えておこう」 

 わざわざサクを開けて入って来て。しりを

なでやがった。そんなのは平気（ということ

にしとく）だけど。 

「ひゃっ……やだ」 

 乳首をつままれて、裏返った声が出ちまっ

た。自分でさわるのとは、まるでちがう。ビ

ビッと、電気みたいのが走った。電激棒とは

ちがって、痛くなくてくすぐったかった。ち

ょっぴり気持ち良かったなんてことは、絶対

にないぞ。 

 オレたちがエサを食ってるあいだに、老若

男女はぽつぽつと出て行った。 

 ――後に残されたのは、はだかの女の子が

６人と、本物の子馬が５頭。子馬が足ぶみを

したり鼻を鳴らしたり。オレ以外の女の子は、

ワラの上に座ったり、立ったまま子馬にもた
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れかかったり。だれも何も言わずに何十分か

が過ぎてった。 

 おれは、生理的現象てやつになやまされ始

めた。 

「あの……話してもかまわないですか？」 

 オレの右側の区画に居る、ミャナカンツォ

ーネさんに声をかけてみた。年上だから敬語。 

「なあに？」 

「あの……オレ、ええと、トイレをどうした

らいいか、分からないんです」 

 はだかで変な格好にされてても、オレだっ

て女の子だ。はじらいってやつが、少しはあ

る。 

 でも、ミャナカンツォーネ（言いづらい。

ミャナでいいや）さんにはなかったみたいだ。 

「あら。言われるともよおして来ちゃった。

百聞は一見にしかずよね」 

 ミャナさんは区画のおくへ行って、大きな

バケツをまたいでしゃがんだ。 

 うえ……正面を向いてオシッコをしてる。

そんで、後始末もしないでオレの横までもど

って来た。 

「落ちてるワラでふいてはダメよ。かえって

バイキンが付くから」 

 オレが納得いかない顔をしてるのを見て、
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言い足してくれた。 

「わたしたちはポニーなの。ドンキー、ロバ

としてあつかわれることもあるけどね」 

「人間あつかいしてくれるときも、あるじゃ

ない」 

 向かい側の区画から反論したのは、メコチ

ョーキョさん。この人もシカップボインさん

ほどじゃないけど、オトナぽい体型をしてる。

てか、ジャパユキンちゃんでも、オッパイて

言えるくらいのふくらみはあるもんな。 

「そうか。あなたはつるされてるから、バケ

ツは使えなかったんだ。本物のポニーと同じ

にしなさい。つまり、そこで立ったままでね」 

 メコさんには取り合わず、ミャナさんが続

けた。 

「ハーネス、じゃなくて包帯か。それは、ず

らさない方がいいよ。勝手なことをしたら、

チョウバツ食らうからね」 

 これは、右ななめ向かいのシカップさん。 

 みんな、声が優しい。新入りのオレのこと

を気使って、ここのルールを教えてくれてる

んだ。でも、とんでもないルールばかりだ。 

「ミャナカンツォーネが、こっち向いてしゃ

がんだでしょ。ああしないと、スタッフさん

たちにしかられるからね」 
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「スタッフって？」 

「あ、そうか。教えちゃっていいかな？」 

 シカップさんがミャナさんにたずねて。 

「別にかまわないでしょ。オーナーがおっし

ゃってたように、トジマンコは異例づくめで、

順序がテレコになってるだけだもの」 

 というわけで、この牧場の人たちのことを

くわしく教わった。 

 オーナーというのは、牧場の持主。『さん』

とか『様』の敬しょうは付けなくて良い。て

いうか、『さん』付けするのは、オレたち（だ

けじゃなく、本物の馬も）の世話をする人だ

けを『スタッフさん』て呼ぶ。この牧場に住

みこんでる。 

 オーナーのおくさん（オレを出向かえた３

人の中の小母さん）のことは『マダム』と呼

ばなければならない。その息子が『ジュニア』。 

 最後にごちゃごちゃ集まってた老若男女の

うちで、ひとりだけのアメリカ人は『コーチ』。

女の子を馬少女
ポニーガール

に調教するプロフェッショ

ナルだそうだ。やっぱり住みこんでるけど、

３月から９月まで、ポニーガール牧場がオー

プンしてる間だけで、半年は国へ帰っている。

すっぱだかの女の子を冬に外へ放り出したら、



- 60 - 

 

こごえ死んじゃうよな。 

 オレの手術をしたじじいが『ドクター』。本

職はじゅう医だそうだ。道理で、人間の医者

よりも、やることがあらっぽいや。 

 その他は男が『マスター』で女は『レディ』。

マスターとレディは、会員だそうだ。年会費

が１００万円で、オレたちを調教するために

とまりこむと（２日か３日、長ければ１週間

くらいだそうだ）、別に何十万円かをはらう。

調教てのは、つまり、オレたちに荷車引きと

か人力車引きをさせて、ムチ打ったり電激を

食らわせることだ。 

 シカップさんが会費とかにもくわしいのは、

かの女を入キュウさせたやつ（ダーリンなん

て呼んでたぞ）が、まさにその会員だから。

シカップさんだけじゃなく、みんなそうらし

い。てことは、パパも会員なんかな。それだ

と、ツジツマが合うような気がする。 

 長々と説明を聞いてるうちに、差しせまっ

てた欲求てやつがうすれてくれた。 

「ええと……もすこし、がまんしときます」 

 立小便なんて、いやだもんな。しかも、包

帯をされたまんまじゃ、おもらしになっちま

う。がまんできなくなったら、やらかすしか
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ないだろうけど。でも、大きい方
．．．．

は、もっと

困るしはずかしいぞ。 

 ６月といっても、山ん中のせいか、日が落

ちるとけっこう冷えてくる。それでも、がま

んを続けてると――スタッフさんだかマスタ

ーだかが、ひとりだけやって来た。 

「さあ、お待ちかねの、人間にもどる時間だ。

今夜は、マイコを除く全員だ」 

 ５人が、いっせいにランドセルの背負いベ

ルトを外し始めた。なんだ、自分で外せるん

だ。おとなしく着けていたのは――ムチとか

電激棒とかのチョウバツがあるからだろう。

そりゃまあオレだって、手を背中にまわした

らナワの結び目を……試したりはしないぞ。

おとなしくしていよう。 

 ５人がぞろぞろと馬小屋から出て行って、

後にはオレと５頭の子馬が残された。忘れか

けていたというか、ずっとうずくから、それ

が常態になってたマンマンの痛みが、ぶり返

してきた。 

 何時間待っても、だれも帰って来なかった。 

 別に運動したわけでもないけど、全身がつ

かれてる。あまりにたくさんの『事件』が起

こり過ぎて、何もかもが頭の中でブンブンう
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なってて、かえって何も考えられなくて。 

 あきれたことに、オレはいつの間にかねむ

っちゃってたよ。 

 

 

先ぱいたちの調教風景 

 

 夜中に目が覚めたのは、いよいよ切羽つま

ってきたから。馬小屋の中は星明かりだけ。

馬のシルエットは見えるけど、連れ出された

５人がもどってるかは分らない。 

 見られてたとしても、気にする余有なんて

ない。ので、ボウコウをゆるめようとしたん

だけど。出そうなのに出したいのに今にもち

びりそうなのに……出ない？ 

 もどかしくてつらくて、なみだ目になっち

まう。 

 もう知らない。勝手にしろ――て、開き直

ったら。ふいにじゃ口がゆるんだ。たちまち、

またぐらが生温かくなって……ううう、包帯

がぬれて、ぐしょぐしょになって、気持ち悪

いし情けないし。 

 なんだって、こんな目に会わなくちゃなら

ないんだよ。 
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 でも、ボウコウが楽になったので、じきに

またねむりこんじゃった。 

 次に目覚めたときには、すっかり明るくな

ってた。まわりがざわついてる――ので、起

こされたんだな。 

「あら、おはよう。わたしたちは朝の日課に

出るところ。あなたのことは、他のマスター

かスタッフさんが世話をしてくれるはずよ」 

 ５人はひとりの男に連れられて、それぞれ

の馬といっしょに、小屋から出て行った。 

 入れ代わりに入ってた来たのは、ジュニア

だった。 

「会員の間で争だつ戦が起きかねないんでね。

調教が始まるまでは、ぼくがめんどうを見て

やるよ」 

 サクを開けて入って来て。 

「うへえ。派手にもらしてるな」 

 女の子に対するデリカシーの欠片もない。 

「きれいにしてやるよ」 

 胸のナワをほどいて、足の板も外してくれ

た。けど、うでを背中へねじ上げられて、水

平に重ねて、手首とひじにバンドを巻かれた。

革の首輪を着けられて、そこからうでをつら

れた。 

 逆らうスキもなかった。ていうか、逆らっ
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ても勝ち目はないので、あきらめておとなし

くしてた。 

 首輪に長いリードをつながれて、オレは外

へ引き出された。 

 すぐ横にある、足洗い場みたいな所へ連れ

て行かれて。包帯を――ほどくのはめんどう

なのか、ハサミで切り刻んで、オレをすっぽ

んぽんにしやがった。 

 足を閉じてマンマンだけでもかくそうとし

たけど、ズキキッと痛みが走った。目を下へ

向けると――元からぷっくりとふくらんでる

ところが、赤くはれ上がっていた。ぬい合わ

せた糸が食いこんでる。 

 あれ？ ぬい閉じられてて、オシッコはど

こから出たんだろう――という疑問は、すぐ

に解消した。 

 ここの足洗い場には、ふみ台みたいのが置

いてあった。ひざまずいて、そこへかたを乗

せると、手を使わない四つんばいの形になる。

ホースの先の細いノズルが、割れ目の下はし

につっこまれた。上から下までぬい閉じてあ

るんじゃなくて、ちゃんとスキマが作られて

…… 

「ひゃんんんっっ……？」 

 上のはしにもスキマがあって、そこから水
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がふき出してきたんだけど。小さなイボが水

流に直激された。くすぐったくて、またちび

りそうになって……すげえ気持ちいい。なん

てものじゃない。マンマン全体が暴発して、

ショックが脳天までつきぬけた。 

「やめろ。おかしくなっちゃう……」 

 やめてほしくはないけど、何も考えられな

くなっちまう。 

「あんんっ……」 

 ノズルを引っこぬかれて、思わず不満の声

をもらしちまった。 

「へええ。むきクリって、信じられねえくら

いびん感なんだな。調教がはかどりそうだ」 

 ムキクリ？ 

 オレはかたをふみ台からうかして、マンマ

ンをのぞきこんだ。皮をかぶってるはずのイ

ボがむき出しになって、ちょこんと割れ目の

上はしから顔を出していた。見る角度のせい

か、ふだんの倍くらいにふくらんで、小さな

チンチンみたいにとんがってた。 

 それ以上に観察しているひまはなかった。 

 かたをおさえつけられて…… 

「きゃっ……何すんだよ？！」 

 ノズルをしりの穴につき差された。グリグ

リとねじりながら、おしこんでくる。先細り
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ってことは元太りだから…… 

「痛い……やめろよ」 

「言葉使いがなっちゃいないな」 

 でも、ねじこむのをやめてくれた……んじ

ゃなくて。ノズルをつっこんだままにして手

を放して。 

 前に回りこむと、オレのかみの毛を根元か

らつかんで顔を引き起こして。 

 パアン！ パアン！ 

 首がねじられてムチ打ちしょうになるんじ

ゃないかってくらいに、きついビンタを食ら

わしやがった。 

 耳がキインと鳴って、ほっぺがズキズキ痛

い。 

 このヤロウって、にらみつけたけど、じと

っとにらみ返されて、目をふせちまった。 

「まあ、いいか。人語をしゃべっていられる

のは今のうちだけだからな」 

 あの横棒のサルグツワを着けさせるって意

味だろう。 

 いっそう強くかたをおさえつけられて、ノ

ズルをさらにねじこまれた。 

「くうう……くそお」 

 悪態をついたんじゃない。ピキピキとしり

の穴が痛いんで、うめいただけだ。 
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 ブジュルルル…… 

 えっ……？！ 

 ノズルの先から水が、すごい勢いでふき出

して――腹のおくへおし入ってきた。ぐるり

ゅりゅりゅって、うずを巻いてる。 

 腹が任婦さんみたいにふくらんでくる。た

ちまち苦しくなってきた。 

 オレの腹をなでたり、ペチペチたたいてふ

くらみ具合を確かめてから、水を止めてくれ

たんだけど。 

「ヨシと言うまで出すんじゃないぞ」 

 無理な注文だよ。 

 ぐぼっと、一気にノズルが引きぬかれて。 

「ああああっ……」 

 ぶじゅううううう…… 

 ホースと同じ勢いで水がふん出した。水だ

けじゃないのは分かってるさ。 

「こらえ性のないやつだな。今回だけは、大

目に見てやる」 

 びちょちょ…… 

 水が止まるまでに１分くらいはかかった。 

 すこしはなれた所から、ホースの水を浴び

せられた。 

 本来ならブラッシングをしてやるんだが、

傷にさわるといけない。そんなことを言いな
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がら、意外と優しく、タオルで身体をふいて

くれた。でも、その後は優しくなかった。 

 首輪の前側に、からみ合ってる２本の細い

バンドをつながれた。そいつを下へ引っ張っ

て、マンマンの両わきを通して後ろへ引っ張

り上げらて、手首とうでをひとまとめにしば

っている部分につながれた。 

 マンマンがいっそう強く閉じ合わされて…

…糸でぬわれてる部分の痛みがすこし減った。

のは、ありがたいけど。２本のバンドがひと

まとめになって、しりの穴を圧ぱくしてくる

のが気色悪い。 

 細いバンドには短いバンドもつながってい

て、そいつが胸に巻かれて乳首の上下を閉め

付けられた。プチトマトをおしつぶしたくら

いだったふくらみが、バンドにしぼり出され

て、半割りのスモモくらいになった。もちろ

ん痛い。なのに…… 

「すこしは可愛くなったな」 

 スモモをつままれて、ぴりりっとあまい電

気が走った。 

「くううう……」 

 痛い上にあまいのが重なって、なんでか分

からないけど、マンマンのおくがズキンって

うずいた。 
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「トジマンコの調教はしあさってからだ。そ

れまでは先ぱいたちの調教を見学して、どう

いうふうにすればいいか、勉強しておけよ」 

 ジュニアが、小さな目玉クリップを２つ取

り出した。長いヒモが付いている。 

 その目玉クリップを胸につきつけられて、

オレは後ろへにげかけたんだけど。 

「動くな」 

 乳首をはさまれた。 

「痛いっ……」 

「これくらいでいなないてちゃ、調教にはた

えられないぞ」 

 ムチとか電激棒のことをいってるんだろう。

でも、ああいうのっていっしゅんの痛みじゃ

ないか。これは、じわじわと続くんだぞ。が

まんしろって言われりゃ、できなくはないけ

ど。 

 左右の乳首に目玉クリップを着けられて、

そのヒモを引っ張られたら――前へ進むしか

ない。はだしだったけど、草地なので足は痛

くない。 

 馬小屋の前は広い空き地で、後ろには山が

せまっている。空き地は金アミのフェンスに

取り囲まれているけど、何か所かに通路が開

けられている。 
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「念のために教えておくけど、ここを何かが

通過すると、あっちの建物で警報が鳴るから

ね。センサーがこわれても鳴る」 

 つまり。ここからにげ出そうとしても、す

ぐに見つかるってことか。スッポンポンじゃ、

にげようにもにげられないってのに厳重だな。 

 通路を出て（ここからは警報が聞こえなか

った）山に向かって、オレはジュニアについ

て行った。歩くとマンマンが引きつれるけど、

気にしちゃいられない。乳首を引っ張られた

くない。 

 背の低い木の間を曲がりくねって続く道を

３分ばかり歩いてると、子馬を引いてもどっ

て来る５人と行き合った。タオルとかブラシ

を持っている。 

「支度に手間取って間に合わなかったか」 

 ５人と５頭を先に通してから、ジュニアは

Ｕターンして後ろについて行く。 

「この先に小川があって、そこで馬を洗って

やるんだ。ついでに、自分もな」 

 オレはだまって聞いてるだけ。オレたちも

ポニーとしてあつかわれるんだから、馬はお

ふろに入ったりはしないんだろうなと、納得

できないけど理解する。 

 ５人は馬をそれぞれの区画へつないで、次
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の仕事に取りかかった。サクの前にスタンド

を組み立てて、細長い箱を置いた。となりの

小屋からバケツでえさを運んで、その箱に入

れる。 

「ゴシュジンサマ、ご飯です」 

 ミャナさんが声をかけると、その馬がサク

から顔をのばして、箱に顔をつっこんだ。 

 他の４人も、それぞれに声をかける。 

「ダーリン、朝ご飯ですよ」 

「ぼす、たべてくたさい」 

「ダンナサマ、めしあがってください」 

「Mom,breakfast is ready.」 

 へええ、馬って英語も分かるんだ。オレよ

りかしこいや。 

 英語はともかく、みんな敬語を使ってるな。

にしても、馬に向かってゴシュジンサマとか

ダーリンとか、すげえ異和感がある。 

 馬がえさを食べ始めると、５人もサクの中

へ入った。馬のエサ箱の横に、自分たちの食

事を入れたえさ箱と水飲みのバケツがつるし

てある。オレが馬小屋から引き出されたとき

にはなかったぞ。スタッフかマスターが準備

したんだろう。 

 ５人は馬と並んでいっしょに食事を取り始

めたんだけど。昨日と同じで、両手が自由な
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のに使わない。 

「おまえのもあるぞ」 

 オレもサクの中へ追いこまれて。乳首の目

玉クリップをはずしてもらった。じいんとし

びれて、ちょっと気持ち良かったりした。 

 もう、ていこうも感じなくなっていたので、

それに、ずっと手を後ろでしばられてるし―

―オレは素直に犬食いで食べた。水を飲むの

には、ちょっとしたコツがある。バケツのふ

ちをくわえて、こぼれない程度にかたむける

んだ。これは、本物の馬の方が楽だよな。下

に置いてあるバケツに顔をつっこめばいいん

だから……人間だったら、おぼれちゃうか。 

 馬のえさは干し草で分量があるから、馬少

女の方が先に食べ終わる。５人とも、サクの

かたすみにもたれかかったり座りこんだりし

て、ダーリンだかボスだか自分の馬をぼけっ

とながめてる。 

 オレは、それ以上にすることがない。下手

に座ってマンマンの傷にバイキンが入ったら

まずいので、サクにもたれて。あらためて、

しげしげと、ぬい閉じられたマンマンを観察

した。 

 じゅくしたイチジクを４つ割りにして張り

付けたみたいにふくれてる。合わせ目をつな
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ぐタコ糸はどす黒く血に染まっているけど、

元は割れ目だった一本筋は、今朝の放水で洗

われてて、意外ときれいだった。 

 下側のスキマは見えないけれど、上はしは

良く見える。ふだんは皮に包まれてる小さな

イボが、びょこんとつき出ている。これ、『ク

リ』とか言ってたな。皮の上からさわっても、

オシッコをちびりそうになるくらい気持ち良

いんだから、じかにさわった……りなんか、

しないぞ。ぬい目に指がふれたら、そこから

バイキンが入る。 

 だいいち。こんなわけの分からないひどい

ことをされて、エッチぽい気持ち良いことを

する気になんか、なれない。 

 ぼけっとしてる時間は短かった。どやどや

と数人の男が馬小屋へ入って来て、オレたち

を外へ連れ出したんだ。 

 オレはジュニアにまた目玉クリップを着け

られて引き出されたんだけど。他の５人は、

ややこしいことをされてた。 

 馬小屋の前に小さな人力車（ていうか、２

輪馬車だよな）が５台並べられてた。座席の

後ろに、アンテナみたいなのが２本立ってい

る。まさかラジオ……じゃねえな。１本は見

覚えのあり過ぎる電激棒だ。もう一本はムチ
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だな。 

 ５人は、ひざまであるヒールの高いブーツ

をはかされた。口にハミをかまされて、頭の

後ろに細いバンドで留められて。チブサの下

からしりの上まである腹帯を着けられて（だ

から、オッパイもマンマンもむき出しのまま）、

腹帯の金具にひじの上をバンドで固定されて、

乳首にタコ糸を結ばれて手首とつながれて

『小さく前へ習え』。昨日ちらっと見たまんま

に、スズも手首からつるされた。 

 ２輪馬車からリヤカーみたいにのびている

２本の引き棒の間に立って、引き棒と腹帯と

をがっちりとつながれた。 

 ５人の男が、それぞれの馬車に乗りこんだ。

右手には電激棒を持っている。 

 アメリカ人、たしかコーチだっけ。こいつ

は、その様子を見わたしながら、ときどき男

に向かって何か言っていた。言われた男は、

腹帯の閉め加減を直したり、スズをつるす高

さを調整したりしてたから――つまり、コー

チが先生で他の男は生徒ってことか。 

 ５組の支度が終わって横一線に並んだ。 

「Show the new pony the results 

of your training.」 

 コーチが、おそろしく長いムチをひゅうう
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んとふるった。 

 パシイン！ 

 ムチの先っぽがミャナさんのしりに当たっ

た。 

「ゴーアヘッ！」 

 その馬車に乗っていた男が、カンパツを入

れずにさけぶと。ミャナさんは身体を前へか

たむけてふん張って。ゴトンと馬車が動いた。 

「ゴーアヘッ」 

 他の４人も声をあげた。だけじゃなく、電

激棒でそれぞれのポニーのしりをチョンッと

つついた。４人とも、悲鳴をあげたりせずに、

同じようにふん張った。ミャナさんより身体

のたおし方が大きいのは、軽い体重で重い馬

車を引かされるからだな。 

 でも、静マサツが動マサツになると、身体

を起こして、ひざでスズをけり上げながら進

み始めた。 

 シャン、シャン、シャン。１０個のスズが

鳴って、次第に足並みがそろっていった。 

 オレも乳首を引っ張られて、後からついて

行かされた。 

「ドーオ、ドオドオ」 

「ハリイ」 

 男たちは馬車の横一線を保とうとして、ポ
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ニーに声をかけながら電激棒でしりをつつく。

声より電激棒が先でも、ポニーはそんなにお

どろいていない。電圧が調整できるようにな

ってるんだよな。オレは５０でじゅうぶん以

上に痛かったし、最大にされたときは大声で

わめいてぶったおれたもんな。きっと、今は

１０とか５なんだろう。 

 足を高く上げてるから走ってるように見え

るけど。乳首をいじめられてマンマンのぬい

目が引きつってるオレが楽に（じゃない！）

ついて行けるだけじゃなく、前へ出たり横に

並んでいろいろと観察できる（させられてる）。 

 でも、その割にはミャナさん以外の４人は

歯を食いしばって、苦しそうにしてる。早く

も、うっすらとあせをかいている。そりゃ、

まあ、そうかもしれない。馬車に乗ってる男

は、引かされてる子の倍くらいは体重がある

だろうな。 

 オレもやらされるんだよな。ジャパユキン

ちゃんだってかんばってるんだから、やれる

よな。うん、『ちゃん』だ。パスポートでは５

個上でも実際は半個ちがいらしいし、オレよ

りも小がらだもの。でも、きっちりチブサと

言えるだけのふくらみがある。オレと比かく

したやつがＡＡカップと言ってたっけ。 
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 くそ、ゼロカップだなんて言いやがった中

年デブのやつ。シカップさんの引く馬車に乗

って、ちゃんと列をそろえて引いてるのに、

電激棒で何度も何度も、しりだけじゃなく背

中やかたまでつついてる。弱いものいじめを

するなんて、最低だ。 

 草地を囲むフェンスのすぐ向こうは、びっ

しりの雑木林になってる。 

 フェンスの手前で止めた馬車から男たちが

降りて。それぞれの女の子の前にしゃがんで、

なにかコチャコチャとやってる。 

「お前も、あれが気に入るようになるぞ」 

 また乳首を引っ張られて、すぐ近くまで寄

らされた。 

「…………？」 

 ずっと年上のミャナさんまで全員が、毛が

生えてなくてマンマンが丸見え。その割れ目

の上のクリをいじられてる。皮をむいて中身

をおし出して、指ぬきみたいな輪っかをはめ

て。輪っかには、ガスのホースを元センに固

定するネジみたいのが付いてて、それを小さ

なドライバーで閉めつけてる。 

 ミャナさんは平気な顔をしてるけど。 

「くうんん……」 

 メコチョーキョさんは、痛いのか気持ち良
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いのか分からないうめき声をもらしてる。 

「Ohhh,ache. Please,do'nt...」 

 ホワイティーナさんは、痛がってる。こっ

ちは『さん』付けになっちゃう。２個しかち

がわないけど、いちおうは年上だし。なによ

りも、見た目だと、５個上のシカップさんよ

りおとなっぽいもん。 

 指ぬきには、細いクサリがつながってる。

男が、そのクサリを引っ張って歩き出した。

女の子も歩く。オレが乳首であやつられてる

のと同じだ。 

 でも、そんなには痛くなさそうだし。馬車

も空荷だし。 

 シャン、シャン、シャン……スズの音も軽

やかに、行きよりもぴったり足並みもそろっ

てた。のは、１分も続かなかった。足並みが

そろわなくなった。歩はばが小さくなって、

スズをける高さまでひざを上げられないみた

いだ。 

 シャンシャンシャンシャン……でも音が続

いてるのは、ミャナさんとシカップさんだけ

は、へばってないから。ていうか、スズがは

ねおどってる。ピッチも早くなってきた。 

 そうなった理由は、オレも同じ『イボ』を

持ってるから想像できる。がんばってる２人
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は、気持ち良いんだ。へばってる３人は、痛

みの方が強くて足を動かせないんだろう。 

 男どもは容しゃない。 

「進め。動けないのなら、後ろからおしてや

るぞ」 

 電激棒を見せつけながら背後へまわって、

チョンチョンとつついた。 

「ナウ、レベル・ワン。オア……インクリー

ズ、マックス」 

 じゅうぶんに意味が通じたんだろう。ホワ

イティーナさんが、ぶるんと頭をふってから、

元のペースで歩き出した。 

 メコさんもすぐにペースを取りもどした。

ジャパちゃんだけは、逆にうずくまってしま

った。 

 ジャパちゃん係りの男は、チキチキと電激

棒の目盛をまわして。針の根元が肉にうまる

まで、一気につき差した。 

「ぎゃあﾞあﾞあﾞあﾞっ……！！」 

 ジャパちゃんが前につんのめった。 

「ぎひいいいっっ！！」 

 手をつこうとして、手首にタコ糸でつなが

ってる乳首を自分で思い切り強く引っ張って

しまった。チブサをかばうような感じで、ジ

ャパちゃんは顔面から草地につっこんでしま
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った。土はやわらかいから、けがはしなかっ

たみたいだけど。 

「masakit! Patawarin mo sana ako!」 

 母国語でさけんでるけど、ホワイティーナ

さんよりも分からない。 

「シャラップ。スピーク、ジャパニーズ」 

 男が電激棒でペチペチとしりをたたいた。

通電してないみたい。 

「……ごめなさい。がんばります。ゆるして

くたさい」 

 ジャパちゃんも落ち着きを取りもどして、

よたよたと立ち上がった。 

 シャンッ……シャリ、リン……スズをうま

くけり上げられなかったりするけど、なんと

か前へ進んでる。 

 オレはジュニアに強く乳首を引っ張られて、

早足になった。ジャパちゃんを置き去りにし

て、ずっと先を行ってるミャナさんを追いか

けた。 

 馬小屋の前へ着くと、５人は馬車から外さ

れて、『ポニー装備』てやつも取ってもらって、

またすっぽんぽんで自分の区画（馬ボウとい

うんだそうだ）へもどって、ひと休み。 

 オレも目玉クリップを外してもらって、で

も、うではしばられたままで、首輪から縦に
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走ってマンマンを左右から閉めつけているバ

ンドも外してもらえなかった。そのまま、ま

た昨日のようにわきの下でつるして立たされ

て、まあすこしは楽ちんだったかな。 

 

 ３０分ほど休んだ後は、次の調教が始まっ

た。今度はロバ少女
ドンキーガール

。 

 ポニーガールのときと同じコーチとマスタ

ーたち。に加えて、オーナー。ジュニアはオ

レの係り。 

 最初は、キンバクから。両手を背中へねじ

上げて、手首を交差させてしばって。長く余

ってるナワじりで胸の上下を巻く。チブサの

谷間に２本目のナワを通して上下のナワを引

きしぼって、左右に分けてわきの下を通して

ここでも上下のナワを引きしぼった。 

 ミャナさんとシカップさんは、アニメのオ

ッパイミサイルみたいになっちまった。ホワ

イティーナさんとメコさんは、まあ、ボイン

だな。ジャパちゃんは、ＡＡカップからＢカ

ップに成長した。うらやましくなんかないぞ。

オッパイの大きな子なんて、体育のとき持て

余してるもんな。 

 キンバクはオーナーの指導だった。５人の
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マスターたちも、これが初めてってわけでも

なさそうで、テキパキもモタモタも居たけど、

全員がオーナーから合格点をもらった。 

 女の子たちもオレと同じではだしだったけ

ど、ゾウリみたいのをはかせてもらった。も

のすごく短くて、土ふまずのあたりでちょん

切れている。かかとは直に地面をふむんだ。 

 ハナオに親指を通して。足のこうにヒモで

しばり付けてもらったのは、ぬげない用心だ

な。 

 男の人が女の子にゾウリをはかせてあげる

だなんて、主従が逆転したみたいだけど――

考えてみりゃ、馬にてい鉄を着けるのは、調

教師の役目だ。 

 半ゾウリを着け終わったところで、オーナ

ーからコーチへバトンタッチ。 

「わしは 表
おもて

の仕事があるので」 

 原チャリに乗って、オレがミャナさんに引

かれて来た道を、その 表
おもて

の牧場へ帰って行

った。「帰る」でいいんだよな。ジュニアは、

オレたちが入れられてる馬小屋にならんだ家

にねとまりしてるけど、オーナーとマダムは

『表』の牧場にある建物（こっちの方が大き
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いし数も多い）に住んでるみたいだから。 

 馬小屋のとなりにある物置小屋から、マス

ターたちが荷車を引き出した。ミャナさんが

引かされてたのと同じ。それが５台。 

 荷車はゆかが木製で、座布団２枚を前後に

並べたくらいの大きさ。三方が金属パイプの

ワクで囲まれてて、後ろは開いてる。こっち

も２輪だけど、タイヤが人力馬車よりも太い。

あっちは自転車サイズで、こっちはもろにリ

ヤカーのタイヤ。 

 リヤカーとも人力馬車ともちがうのが、引

き棒。ゆかの下から１本だけつき出てて、真

ん中あたりで、ヘビがカマクビを持ち上げる

ように立ち上がって、また水平にのびている。 

 その先っぽから３０センチくらい手前に、

ぶっとい鉄の棒が垂直に立っている。これが、

ミャナさんのマンマンにつき差さってたんだ。

鉄の棒の先が丸くなってるのは、入れやすく

してあるんだろうな。 

 ５人は、それぞれの荷車の前にしゃがんで、

そのぶっとい鉄の棒を――ペロペロとなめた

り、口に入れてしゃぶったり。そして、ガニ

マタになって、引き棒をまたいで立った。 

 オーナーが引き棒の先を持ち上げる。５人

は自分でこしを動かして、割れ目に鉄棒の先
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をあてがった。オーナーが引き棒を左右に細

かくゆすりながら、さらに持ち上げると――

鉄棒はズブズブと割れ目の中へ入っていった。 

「あんんっ……」 

「くうう……」 

「きついよおお」 

「I'm being fucked...」 

「 Masakit, pero masarap sa 

pakiramdam.」 

 苦しそうなうめき声と、うっとりしてるよ

うな鼻声と。それが５人ともびみょうに入り

混じってる。 

 引き棒の前と後ろには金属の輪っかが付い

ている。そこにナワが通されて、こしに巻き

付けられた。コーチがナワの張り具合を１本

ずつ確かめて、マスターに調節させている。

前のナワはピンと張って、引き棒がずり下が

らないようにした。逆に後ろのナワは、ゆる

い目だ。 

 最後にハミをかまされて、出来上がり。 

 ５人が横一線に並ぶと、背たけがちがうの

で、引き棒の水平具合はちょっとずつちがう

けど、ぱっと見た目にはそろっている。 

 進むのは１列縦隊。先頭はメコさん。電激

棒で電極の針を差すんじゃなく、Ｙ字形のと
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ころでしりをたたかれて、歩きだした。 

 その後ろに、ジャパちゃん、ホワイティー

ナさん、シカップさんの順に続いて、しんが

りがミャナさん。マスターたちは、ロバ少女

の左右左右左と、テレコちがいになって後ろ

に付いている。 

 みんな、足をけりあげたり身体をたおした

りせず、（わりと）平然そうに歩いてる。引き

棒の後ろからこしへつながってるナワはたる

んでるから、マンマンにつき差さってる棒だ

けで引っ張ってるんだよな。 

 女は強しっていうか。これが本当のマンパ

ワー。アホな考えがわいてくるくらいに、牧

歌的な風景だ（どこが？）。 

 オレも、乳首の痛みがあまり気にならなく

なってきた。白っぽくなってる。血行がさま

たげられて、神経がマヒしたのかな。 

 ポニーのときより、さらに歩みはおそい。

わずかだけど上り坂になってるから、そのせ

いもあるかな。おそいおかげで、マンマンの

引きつれも、左右からはさみ付けられてる異

和感も、あまり感じなかった。 

 道はほ装されてるけど、はばはせまい。軽

自動車でも通れないだろう。 

 道の両側は、せいぜい５メートルくらいの
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高さの切り立った岩はだになってるけど、進

むにつれて左側だけが低くなって。昨日ヘリ

コプターで連れて来られた牧場の建物が見え

てきた。牧場の原っぱは、建物のかげで見え

ない。昼日中からすっぱだかの女の子が歩い

てても、こっち
．．．

の牧場からは見えないように

なってるんだ。 

 建物の裏手が終点だった。オレが荷車に乗

せられた場所だ。そこには、スーパーの買い

物カゴ（にそっくり）が２０個くらい並べら

れてた。生せん食料品にトイレットペーパー

にボトル飲料やビールのケースや……とにか

く、日常生活に必要な物資がぎっしりだった。

他に、お米のふくろと小さ目のプロパンガス

容器もあった。 

 まず、１列縦隊のままでマワレミギ。実際

には荷車を中心にして、自分がカニ歩きで半

円をえがいた。それから、５人のマスターが

手分けして荷物を積みこんだ。一番重たそう

なプロパン容器はミャナさんの荷車に、その

次のお米はシカップさんに。シカップさんの

荷車には買い物カゴも２つ乗せられた。メコ

さんはカゴが７つ。ホワイティーナさんは５

つ。ジャパちゃんは３つ。体力の差が、ちゃ
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んと考えられてる。 

 積みこみが終わったら、こしに巻いてある

ナワの調節。後ろへのびてるナワが、直立し

ててもピンと張るところまで縮められた。こ

れなら、身体を前へたおせば、マンマンの鉄

棒だけじゃなく、ナワでも荷車を引ける――

はずなんだけど。 

「ゴーアヘッ」 

 電激棒でしりをつつかれて、５人はけんめ

いにふん張るんだけど、荷車は動かない。  

「ホーオ！ ゴーアヘッ！」 

 つつくんじゃなくて、はっきりと電激棒を

つき差した。 

「みﾞゃっ……」 

「びひいっ……！」 

「あおおっ……」 

 びくんっと身体をこわ張らせて、いっそう

前にかたむけて、ぐううっとふん張って。 

 ゴトンと、荷車が動き始めた。静マサツか

ら動マサツに変わったので、身体をすこし起

こして進み続けた。 

 オレは５組の後ろについて行く。 

 荷物を乗せていても、そんなにつらくなさ

そうだ。来たときとあまり変わらないスピー

ド（おそさ）で進んでる。ああ、そうかと、
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オレは納得した。今はゆるい下り坂なんだ。

もしも、これだけの荷物を引いて坂道を上が

るとなると……つらいってだけで済むだろう

か。マンマンに棒を入れて、それを前へおし

てるんだぞ。すごく痛いんじゃないかな。 

 同情とかしてる場合じゃない。３日後から

は、オレも同じことをさせられるんだ。 

 ……じゃ、ないよな？ 

 オレのマンマンはぬい合わされてる。鉄の

棒をつっこめない。じゃあ、このドンキーガ

ールってやつは、やらされなくて済むのかな。

ほっとするような、他のみんなに申し訳ない

ような。 

 二輪馬車引きでシカップさんをいじめてた

中年デブは、荷車引きでも同じように、必要

もないのに電激棒でつつきまわしてる。馬車

に乗ってなくて自由に動き回れるので、腹と

かチブサにまで電激を食らわしてる。さすが

に目盛を小さくしてるんだろう。シカップさ

んの悲鳴は小さいし、それで立ち止まったり

うずくまったりはしなかった。でも、Ｙ字形

の先っぽの針はするどいんだろう。小さな赤

い２つ１組のポチポチが、身体じゅうに増え

ていってる。 

 １０分くらいかけて、５００メートルくら
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いの道のりを歩き切った。 

 ５人は荷車から切りはなされて、キンバク

もほどいてもらって。でも、ハミはそのまま

で。運んで来た荷物を降ろして小屋へ運ぶの

も、女の子たちの仕事だった。 

 オレは、ぼけっとつっ立って作業をながめ

てるだけ。なんだか、申し訳ない気分になっ

ちまった。 

 作業が終わるころには、日も高くなってた。

オレも、やっとバンドとか首輪を外してもら

って、馬ボウへもどされた。けど、すぐに引

き出されて、身体検査とか（思い出すだけで

気分が悪くなる）インシンをほう合された小

屋へ連れてかれた。 

 また、ドクターじじいが待っていやがった。

昨日みたいにおおぜいの見物人が居たりはし

なかったけど。 

 また、足乗せ台付きのベッドにねかされた。

しばりつけられはしなかったけど、足を閉じ

ようと思えば出来るのに、がばっとおっ広げ

てなくちゃならないのは、いくらオレでもす

こしは、はずかしいぞ。 

「ふむ。若いむすめは治ゆ能力も高いな」 

 ドクターは、そんなことをつぶやきながら。

パチン、パチン……ぬい閉じた糸を小さなは
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さみで切った。 

「あう……？」 

 目茶苦茶くすぐったい。顔をうつむけてそ
．

こ
．
を見ると――ピンセットでつまんで糸をぬ

いていた。 

 ５か所の糸を全部ぬいて。指を割れ目の左

右にあてがって、広げようとする。 

「つっ……」 

 ちょびっとだけ痛かった。 

「針を差して出来た傷同士がゆ着してきとる

な」 

 て、おい……そんじゃ、二度と開かなくな

るのかよ？ そんなの困る……ことって、何

かあるんかな。おとなの男女は、チンチンを

マンマンの中の穴に入れるっていうけど、そ

んな気色悪いことなんか、出来なくなったっ

ていいや。出来ない方がありがたいぞ。 

「しっかりとゆ着させてあげよう。おじょう

ちゃんがパパと結こんするときは、ウェディ

ングケーキならぬ処女マンコへの入刀という

ことになるね」 

 まるきり意味不明だし、オレとパパが結こ

んなんて、絶対にありえないぞ。 

「ひっ……」 
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 また、昨日と同じ曲がった針と、それにつ

ながったタコ糸を見せつけられて、オレはす

くみ上がった。 

「いやだ！ やめろ……てください！」 

 しおらしくお願いした。むだとは分かって

る。暴れてドクターの手元がくるったら、も

っと痛いことになりそうだから、もがいたり

はしなかったけど。 

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。今度は、ち

っとも痛くないからな」 

 ほんとうだった。もう穴が明いてるから、

そこへ針を通すだけだった。針が冷たかった

り糸が通るときに（ちょっとだけ痛くて）く

すぐったいだけだった。 

 ので、あららめてぬい閉じられるのを、ず

っと観察してた。真っ白な糸になったし、マ

ンマンのはれもすこしは引いていたので――

糸の結び目が小さなリボンみたいで、けっこ

う可愛い感じになった。そうでも思わなきゃ、

泣きだしちまうよ。 

 ――馬ボウへもどされて。もう、ナワでつ

ったりはされなかった。みんなと同じに、ラ

ンドセルの背負いベルトだけのやつで、おく

のかべにつながれた。胸のところに左右をつ

なぐ留め金具があるので、これを自分で外せ
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ば本体もぬげる。でも、みんなを見習って、

勝手なことはしない。 

 ドクターの許可が出ているので、ワラの上

に座って。次に何が起きるのかを待つだけだ

った。 

 最初に起きたのは、昼の食事。エサかな。

朝と同じように、先に子馬にエサやりをして

から、女の子たちのご飯。馬ボウの前につる

された箱に入れられた、今度はオニギリとゆ

で玉子とキュウリ１本まるごとだった。オニ

ギリはやたらと塩からかったけど、キュウリ

はマヨネーズがまぶしてあったので、おいし

かったかな。にしても、やっぱりご飯じゃな

くてエサだよなあ。 

 食事の次は、馬ボウのそうじ。ランドセル

の背負いベルトみたいのは、自分で外して自

由に動けるようにして。馬小屋の外まで自由

に動き回って。馬フンやらオシッコにまみれ

たワラを捨てて、新しいワラをしきつめて、

おくのかべ際に分厚く積み上げるのは、自分

のベッド。それが終わると――おどろいたこ

とに、自由時間だった。 

 しかも。メコさんとホワイティさんとジャ

パちゃんは、木箱の中から教科書を取り出し

て、木箱を机にして、勉強を始めた。 
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「勉強するんだ」 

 思わずつぶやいたら、ミャナさんにたしな

められた。 

「当たり前でしょ。調教が終わったら、それ

ぞれのご主人様の元へ帰されるのよ。自習し

ておかなくちゃ、取り残されるでしょ。まあ、

ジャパユキンは日本語の勉強だし、わたしと

シカップボインは、もう卒業しちゃってるけ

ど」 

「……でも、オレは何も持って来てないです」 

「そのうち、馬主様が手配してくださるわよ。

あ、それから。ポニー同士は敬語を使っちゃ

ダメ。敬語は、牧場の人たちとお客様にだけ」 

 お客様ってのは、マスターとレディのこと

だ。このポニー牧場の会員で、とまりこみで

調教に来る人もいれば、調教成果のおひろめ

会を見物に来るだけの人もいる。厳密に区別

するときは、『ゲスト』と呼ぶんだそうだ。け

ど、それはあいつら
．．．．

の間での話で、オレたち

は全部『マスター』と呼んでおけばまちがい

はない。なんだったら、コーチやドクターも

ジッパヒトカラゲにしたって（たいていは）

しかられない。 

「それと。おたがいの名前を呼ぶときは省略
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せずに、サンとかは付けちゃいけない。トジ

マンコは入キュウすぐだから大目に見られて

るけれど、言葉使いはうるさいのね」 

 ミャナさん――じゃなくて、ミャナカンツ

ォーネか。でも、それは口に出して言うとき

だけでいいと思う。 

 ミャナさんはオレから目をそらさずに、指

だけで天上の何か所かを差した。そっちを見

ると、看視カメラとか集音マイクとかがあっ

た。 

「あれ
．．

は、あまり気にしなくてもだいじょう

ぶ。ビデオにも録ってるらしいけど、まさか

全部を２４時間分チェックしてはいないでし

ょ。してるんだったら、ご苦労様だよね」 

 オレたちへのケンセイだと、シカップさん

がくすくす笑った。笑えるってことは、こん

な目に会わされても絶望してるってわけじゃ

ないんだ。 

 何をケンセイされてるのか分からないけど。

すっぱだかでにげ出す度胸があったとしても、

センサーのある出入口をさけてフェンスを乗

りこえたとしても。近くに村がないのはヘリ

コプターから見て知ってるし。オレたち全員

が反乱をたくらんだところで、オトナの男と
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小さ（くないのはミャナさんだけだ）な女の

子。多勢に無勢。すみっこのバケツで用を足

すのだって、見られたところで今さらだよな。 

 他にも、ミャナさんはいろんなことを教え

てくれた。 

 本物の馬を飼っている方は赤留
あかとめ

牧場とい

って、食用馬を飼育している。ので、人の出

入りも激しい。 

 こっち
．．．

は、正式には赤留
あかとめ

新舗
し ん ぽ

牧場――と、

わざわざ言うのはオーナーくらいで、マスタ

ーやゲストはポニー牧場と呼んでいる。 

 そして、これがものすごく大切なことなん

だけど。ポニー牧場は３月の中ごろから９月

末くらいまでしか運営されない。その後は、

オレたちは馬肉にされたりはしないで、ご主

人様の元へ帰される。だから、あと４か月足

らずしんぼうってわけだ。 

 ４か月なんて、すごく長いぞ。しかも、オ

レへの調教は他の５人より厳しくなると、ミ

ャナさんがおどかす。 

 話に出てきた『おひろめ会』は、６月の初

めと８月の終わりにある。他の５人はすでに

ひと通りの調教を受けていて、６月の『おひ
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ろめ会』で演技（？）をひろうしている。こ

れからは、さらに高度な調教を受ける。そし

てオレは、８月の『おひろめ会』で、みんな

に負けない成果をひろうしなくちゃならない。

ハードな特訓が待ってるってわけだ。 

 でも、結局は……ご主人様に忠実に従順に

なるように調教されるんだろ。それって、つ

まり……ドクターが言ってたパパとの結こん

の意味が、分かってしまった。 

「そうそ。ここでのあたしたちは、ポニーと

ドンキーだけじゃないよ。一番大切で一番い

やな役割はセイドレイね」 

 制度礼？ 

「トジマンコも、おしりとお口は会員に提供

されるって話だから……」 

「わたくしは、かわいそうに思う、ちっとも

ないです」 

 ホワイティーナさんも話に加わってきた。

けど、なんか引っかかる言い方だな。 

「わたくし、トジマンコより小さい年令、

daddyと daddyの弟と mom の兄と、３

人に、いっぺんに virgin ささげるをされま

した」 

 バージンて英語くらい知ってる。ダディは

パパでマムはママだよね。てことは……きち
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んと理解しない方が良いと直感した。 

 なんか中と半ぱにおしゃべりが立ち消えて。 

 勉強しなくて良いミャナさんは、古ぼけた

文庫本を読み始めた。シカップさんは、ワラ

のベッドによこたわって、お昼ねかな。 

 ――夕方になって。朝と昼と同じように、

馬と自分へのエサやりが終わって。 

 そして、メコさんが言ってた、一番大切で

一番いやな時間が始まった。 

 

 

夜毎の務めは性ドレイ 

 

 夜になって、マスターのひとりとジュニア

が馬小屋を訪れた。 

「人間にもどる時間だぞ。今夜は、リウミン

とレズリーの２人だ」 

 ジャパちゃんが無表情に、ホワイティーナ

さんはあからさまに口をとんがらせて立ち上

がった。それでも、慣れた手つきで背負いベ

ルトを外した。 

「それと、マイコはＯＪＴな。キリエが指導

してやってくれ」 

 ミャナさんが、ため息ぽく立った。 
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 そうか。今のが本名なんだな。 

 オレも自分で背負いベルトを外した。 

 すっぱだかで連れて行かれたのは、一番は

しっこにある一番大きな家（小屋って規模じ

ゃない）。ジャパちゃんは入ってすぐの部屋へ

送りこまれて、ホワイティーナさんはマスタ

ーに連れられて別の部屋へ。オレとミャナさ

んはジュニアといっしょに一番おくの部屋だ

った。 

 え……？ 

 そこには、４人の男の人が待ち受けていた。

オーナーとドクターと、昼の調教では見かけ

なかった――ドクターより老けてる感じの

（でも、カクシャクって印象だ）じいさんと、

ジュニア以上オーナー未満のがっちりした、

１０年前はお兄さんだったくらいの人。みん

な、ゆったりしたバスローブみたいのを羽織

って、部屋の左右にあるふたつのソファーに

分かれてこしかけてる。正面には大きなベッ

ドが置かれてる。変な家具配置だな。 

「まずはシャワー完腸ですね。お二方にお願

いできますか？」 

 オーナーが、「まずはごあいさつから」みた

いな感じで、シレッと言った。シャワー完腸

なんて初めて聞く言葉だけど、足洗い場でや
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られたあれ
．．

だなと、見当はついた。 

「いやいや、その前にこれじゃよ」 

 じじいが言ったこれ
．．

は、ナワだった。 

「最初から、それですか。さすがにかわいそ

うだと思いますねえ」 

 ジュニアの声は、でも、面白がっているよ

うに聞こえた。 

「引導をわたしてやるんじゃよ。しばられて

れば、あきらめもつくじゃろう」 

「なるほど。それも一理ありますね。という

ことで……」 

 オレはかたをおさえられて、じじいの前に

ひざまずかされた。 

 じじいは年寄りらしくなくキビキビと動い

て、おれの両手を背中へねじ上げた。 

「やめろ。何をするんだよ？！」 

「こうするんじゃ」 

 手首をしばられて、そのナワで胸の上下を

巻かれた。わきの下にもナワを通されて、二

のうでを閉め上げられた。ドンキーガールの

ときに見たしばり方に似てたけど、胸の上下

のナワをしぼられはしなかった。そんなこと

をしても、プチトマトがスモモになるだけだ

もんな。 
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「ていこう出来なくなったところで、観念し

てこれ
．．

をしゃぶっておくれ」 

 うげ。なんてことしやがるんだ。じじいの

やつ、バスローブの前をまくって、パンツを

ずり下げて――でろんとうなだれてる（でも、

マープルチョコのつつくらいもある）チンチ

ンをオレの顔につきつけた。 

 顔をそむけたら、両手でつかんで正面を向

かされた。 

「オカッパはやりにくいな。やはり、女の子

は長ハツに限る。オサゲなら、言うことなし

じゃが」 

「タヅナになりますよね」 

 ジュニアが、ふざけたことを言いやがる。 

「そら、あーん」 

 うべ。くちびるにチンチンをおしつけられ

た。こんちくしょう！ 

 頭つきを食らわせてやった。いやがってに

げようとするオレを引き寄せようとしてたと

ころだったから、自分で自分の腹にオレの頭

をめりこませたようなもんだ。 

「このガキが！ 優しくしてやれば、つけ上

がりおってからに」 

「まあまあ。無理強いは良くありませんな」 
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 オーナーのやつ、シレッと言いやがる。昨

日からこっち、無理強いばかりじゃないか。 

「頭つきで良かったじゃないですか。かまれ

でもしたら一大事でした」 

「ふん。それでは、先にそちらさんに、太い

オキュウをすえてもらいましょうか」 

「やぶさかではありませんが。オンタイにザ

ゼン転がしをお願いできますか」 

 １０年前のお兄さん（つまり若オヤジじゃ

んか）が、訳の分からないことを言った。た

いていは、次の動きで訳が分かるようになる

ってのが、昨日からの学習成果だ。 

 オレはジュニアの手でアグラを組まされた。

目玉クリップで引き回されたりして、でもジ

ュニアには電激棒を食らってないし、なんと

なく、逆らえない気分になってきてる。 

 アグラと言ったけど、ふつうのアグラじゃ

なかった。足首を持ち上げられて、反対側の

足の太ももに乗せられた。それを左右ともや

られると、自分では足をほぐせない。なのに、

じじいのやつ、重なったすねをナワでしばっ

て。そのナワを首に巻いて引きしぼった。 

 上体が４５度まで折り曲げられた。これく

らいの前くつはどうってことないはずなのに。

アグラと後ろ手のせいか、背骨がミシミシき
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しんだ。 

「見事なお手並みですね。では、下準備をし

ていただいたところで、料理に取りかかりま

すか」 

 若オヤジが、よっこらせとソファーから立

ち上がって。ゆっくりとオレのかたに足を当

てて、あお向けに転がしやがった。 

 ぐうう……痛い。首とすねをつないでるナ

ワを持って、オレをカバンか何かのように持

ち上げやがった。 

 文句を言ったって無視されるか、もっとひ

どいことをされるだけだから、がまんしてい

る。 

 オレはとなりのバスルームまで運ばれて、

タイルの上に元の形に座らされた。頭にシャ

ワーキャップをかぶされて、今度はジュニア

とふたりがかりで（しりと両わきを支えて）

持ち上げられて、バスタブの中に転がされた。

両ひざと両かたを着けた――これも、四つん

ばいの一種かな。 

 若オヤジがシャワーを手に取って、ジョウ

ロの部分をねじって外した。 

 やっぱりな。朝に足洗い場でされた、あれ

だ。 

 しりの穴にぴとっとホースの先がおしつけ
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られて。 

「力をぬいてないと痛いぞ」 

 ぐりぐりとねじこまれた。 

 ちょっとは痛かったけど、ノズルみたいに

元太りになってないから……１０センチくら

いはおしこまれたぞ。 

 ぶじゅるるる……腹の中に、水がうず巻き

ながらおし入ってくる。気色悪い。 

 腹がふくらんでくのが、見えなくても分か

る。 

「クソがとけるまで出すんじゃないぞ」 

 水は止まったけど、ホースをぬいてくれな

い。 

 水が止まったしゅんかんから、もうれつに

ウンコを出したくなった。でも、ホースがセ

ンになってる。 

「くうう……」 

 ぬいてくれるまでがまんしようと思ったけ

ど、とても無理だ。じとっと油アセがにじん

でくる。 

「お願いだ。ぬいてくれよお……ぬいてくだ

さい」 

「泣いてお願いしたら、考えてやろう」 

 若オヤジめ、オレを見下ろしながらタバコ

を吸い始めやがった。ふううっとけむりをは
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いて。灰をオレの背中に落としやがる。熱く

はないけど、灰皿あつかいにされるのが、く

やしい。 

 だれが、泣いたりするもんか。 

「ぐうﾞうﾞうﾞ……」 

 それまではソソウをしないように、しりの

穴に力を入れてつぼめてたんだけど。なるよ

うになれって、逆にいきんでみたら。 

 にゅるんとホースがすべって。 

 ぶじゃああああ……びちょちょ。水がふき

出してから、ひと呼吸を置いて、水のはね返

る音と、それがしりと足にかかって、顔のと

ころまで流れてきた。ばっちい。シャワーキ

ャップの意味が分かった。 

「ぬかぬなら、ぬいて見せよう、シャワホー

ス――か。面白い子じゃな」 

 勝手に言ってろ。 

 水が止まったら、またすぐにホースをつっ

こまれて、同じくらいの水を注入された。今

度はホースをずっとおさえられてて。いきん

だら、びじゅじっと、穴とホースのスキマか

らふき出した。 

 チッと、若オヤジが舌打ちをして、ホース

を引きぬいて。 

 ぶじゃあああ……バチイン！ 
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「痛いっっ……」 

 水をふき出している最中に、ホースでしり

をひっぱたかれた。 

 へん。電激棒に比べたら……くそお、痛い。 

「まったく、なんてガキだ」 

 オレの上にうでをかざして、ホースの水を

かけた。左を向いておしつけられている顔に、

ばしゃばしゃと降りかかる。 

「気をつけてくださいよ。父親の金玉をけ飛

ばすようなじゃじゃ馬ですからね」 

「まったく……」 

 若オヤジは２本目のタバコに火を点けた。

けど、一服しただけで。 

「きひいいっ……熱い！」 

 オレのしりにタバコの先をおしつけやがっ

た。 

「ゴメンナサイくらい、言えんのか？」 

 オレは何も悪くない。 

「ふん」 

 若オヤジはタバコを引いて、スパスパと吸

った。そして、またおしつけた。ぐりぐりと

ねじつける。 

 ジュッ……熱い！ 痛い！ 

「ごめんなさい！ ごめんなさい！」 

 大声で連呼した。タバコの火くらいで降参
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したんじゃないぞ。強情を張ってたら、電激

棒が出てくる。あれだけは絶っっ対にイヤだ。

泣いてるんだって、熱かったからじゃないぞ。

灰皿代わりにされたくやしなみだに決まって

るだろ。 

「素直になったところで、言葉使いも仕付け

ておきましょう」 

 あらためて、きちんと敬語を使うように申

しわたされた。 

「申し訳ございません、マスター」 

 言い直しをさせられた。 

 それで、やっと許してもらえた。しりを洗

い流されて、身体を起こされて顔にも水を浴

びせられて、シャワーキャップをはがされた。

でも、ナワはほどいてくれなかった。 

 またふたりがかりで運ばれて、ベッドの上

でバスタブの中と同じ四つんばい（？）の形

にされた。 

 これって、ザゼンよりもずっとはずかしい。

マンマンを見られるだけじゃなく、しりをつ

き上げてて、そっちの穴まで見られるってよ

り見せつけてる――と、ふつうの女の子だっ

たら思うんだろうけど。いや、オレだってふ

つうの女の子だぞ。男子に水着をみられたっ

て平気なのと同じくらいに、パンツを見られ
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たって平気なだけだ。 

 すっぽんぽんだって、うすっぺらい布１枚

のちがいじゃないか。 

「ひゃんんっ……？！」 

 しりのおくにヌチャッとした何かをぬられ

た。指でしりの穴をこねくられてる。気色悪

くて、くすぐったい。 

「まだ固いな。キリエ、きん張をほぐしてや

れ」 

「乳だけにしておくように」 

 じじいにドクターが言いそえた。老人ふた

りで、孫のような女の子をいじめる相談かよ。 

「はあい」 

 はずんだ声で返事をして、ミャナさん（じ

ゃなくてキリエさんだけど、ロバでこき使わ

れてる姿が、強れつに焼きついてるので）が、

オレの横にぺたんと座った。 

「わたしたちが知ってる気持ち良いこと、あ

なたにも教えてあげる」 

 ゆかに手をはわせて、胸の下に差し入れて

きた。 

「ひゃっ……エッチなことはやめろよ」 

 ピリリッと乳首に（痛くないけど）くすぐ

ったい電気が走って、オレは文句を言った。

乳首をさわるのが、なぜエッチなのかは知ら
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ないけど、みんな（先生もクラスメートも）

言ってるぞ。 

「エッチなことだから、気持ち良いの」 

 さわさわさわと乳首の先っぽをこすったり、

乳首をつまんでふにふにふにともんだりされ

て、電気のピリピリがさざ波のように乳首か

ら……マンマンに伝わる。胸とこしが、切な

くなってくる。しりの穴をもみほぐすじじい

の指までが、くすぐったいのを通りこして気

持ち良くなってくる。 

「けっこう感度がよいわね。自分でもオイタ

をしてるのかな？」 

 どういう意味だろ。乳首はさわっても、く

すぐったいか痛いかだけで、こんなふうに電

気が走ったことはない。 

「あひゃんっ……？！」 

 もうちょっとするどい電気が、乳首の先っ

ぽを走った。何をされたか……もしかして、

つめでひっかかれたのかもしれない。 

「クリトリスも可愛がって良いですか？」 

「ダメだ」 

 ドクターが速答した。 

「包皮もぬってある。まだし激するな」 

「ちぇええ」 

「もう、じゅうぶんだ。ぬい目にマンジルが
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にじんできた」 

「きゃひゃああっっ……？！」 

 ずぶっと、しりの穴に指をつっこまれて、

またまたオレはスットンキョウな声を出しち

まった。指なんて、ノズルに比べりゃ細いか

ら、まるで痛くなかった。 

 でも、中をぐりぐりとこねくられたら……

痛くはないけど、気色悪い。 

「ぐうう……痛い」 

 無理矢理におし広げて、もう１本入れられ

た。 

「くうう……」 

 今後は２本でこねくられた。痛いんだけど、

片っぱしから痛みが散っていくみたいな感じ

で、だから目茶苦茶には痛くない。 

「これくらいで良かろう」 

 オレは、ほっとした。やめてくれるんだと

思った。 

「３本まで拡張しては、すんなり入りすぎて

面白うないからの」 

 おい、それって……？ 

 若オヤジが、指をぬいた。立ち上がる気配。 

 なんだ、やっぱりやめるんじゃないか。 

 そのしゅんかんまで、オレは『エッチ』の

本当の意味を知らなかったんだ。 
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 若オヤジが真後ろに立って、オレのこしを

両手でつかんで…… 

 え……？ 

 太くてやわらかっぽいけど固くて熱い物が、

しりの穴におしつけられた。ぐううっと、つ

いてくる。しりの穴にひどい異和感が広がっ

て…… 

「痛い！ やめろ……やめてください！」 

 びきびきと痛みが走った。あっ……若オヤ

ジが何をしようとしてるのか、オレが何をさ

れてるのかが、やっと分かった。しりの穴に

チンチンをつっこもうとしてやがる！ 

「やめろ！ 気でもくるったのか？！ そん

なこと……ぎひいいいっっ！」 

 めりめりと穴を引きさいて（それくらいに

感じた）、固くて熱いチンチンがおし入ってき

た。 

「痛い！ 熱い！ やだ！ やめろよおおお

……！」 

 ほんのちょっとだけ、痛みがうすれた。そ

れは、若オヤジの腹がオレのしりにつき当た

って、それ以上はチンチンを入れられなくな

っただけのことだった。 

 内臓がおし上げられて、それは痛いんじゃ

ないけど、すごく気色悪い。 
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「お願いです。もう、やめてください。許し

てください」 

 すこしだけ気持ちが落ち着いたので、てい

ねいな言葉使いでお願いした。 

「終わったら、やめてやる」 

 なんだよ、それ？ 

「まずはケツマンコをいただいたが。オンタ

イもお待ちかねだぞ」 

 若オヤジはオレにおおいかぶさってきて、

かたをつかんでオレを引き起こした。オレよ

りも大きく足を開いて座る若オヤジのこしに

乗せられた。 

 ずるっとしりがすべりかけて、でもチンチ

ンが穴にはまってるから、ますますこねくら

れる。痛い。 

 若オヤジが両手でわきの下をがっちりつか

んで、 

 じじいが正面に立ちはだかって、チンチン

をオレのくちびるにおしつけてきた。顔をそ

むけても、かみの毛をつかんで正面にもどさ

れる。 

「ほら、あーん」 

 さっきはでろんと垂れていたチンチンが、

水平くらいまで起きている。マープルチョコ

のつつよりも太くなってる。 
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「さっさとくわえて差し上げろ」 

 下からゆすぶられた。痛みもゆすぶられる。 

「あうっ……」 

 半開きになった口に、ちんちんがおしこま

れた。 

 うえええ……ばっちい。きゅろんとした舌

ざわりだ。むわあっとした熱気が鼻をつく。

ねっとりした、これまでにかいだことのない

におい。『男くささ』っていうけど、これがそ

うなのかな。 

「かむんじゃないぞ。歯を立てたら……」 

「電激棒が効きますよ」 

 ジュニアが入れ知えをする。 

「クリトリスへの通電で、こいつは一発で降

参しましたからね」 

「それは、どのメスでも同じだぞ」 

 オーナーも、くそお、面白そうに言いやが

る。 

「こんなこともあろうかと、ちゃんと準備し

てあるぞ」 

 ドクターがそれっぽいことを言いながら、

ソファーの後ろから本当に電激棒を取り出し

やがった。いやだ。あれだけは絶っっ対にイ

ヤだ。しりへの電激くらいなら、相打ち覚ご

でチンチンにかみついてやるけど、マンマン
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のクリだけは、絶っっっっ対にイヤだ。 

 オレは大きく口を開けた。 

「かむなとは言ったが、バカみたいに開けろ

とはいっとらん。口は閉じて、チンポにしゃ

ぶりつけ」 

 やだよ……でも、やらなきゃ電激だよな。 

「もっとすぼめて。舌もチンポにからめるん

じゃ」 

 うえええ……はき気がしてくる。 

 じじいがこしをうごかして、チンポを半分

くらい引きぬいたり、またおしこんだりし始

めた。 

「んﾞむﾞうﾞ……」 

 ますますはき気がつのる。 

 口の中で、チンチンが太く固くなってくる。

これ、ボッキていうんだろ。自分でいじった

りエッチなことをするとそうなるって、黄世

音ちゃんが言ってたな。 

「まﾞもﾞっっ……むﾞみﾞいﾞいﾞいﾞっっ！？」 

 下からもつき上げられて、全身をゆすぶら

れる。しりの穴のチンチンが出たり入ったり

して、そのたびに激痛もゆすぶられる。 

「もﾞおﾞおﾞおﾞっ……おﾞわﾞあﾞあﾞあﾞ…

…！」 

 痛い！ 熱い！ 苦しい！ 
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 なんだって、こんなに、オレのこと、いじ

めるんだよ？！ 

 大のオトナが小っちゃい女の子をいじめて、

楽しいのかよ？ 

「あらあら、かわいそうね。こうすれば楽に

なるかな？」 

 ミャナさんが横からにじり寄って来た。身

をかがめて、じじいとオレとの間に半身を入

れた。 

「うおほほ。金玉がかみの毛にこすられて、

こりゃたまらんわい」 

 実きょう解説なんざ要らねえよ。 

「んﾞにゃっ……」 

 乳首をつままれて、気持ちの良い電気が走

った。上は極楽、下は大火事……くそ、今ど

き五エ門ぶろなんか、ねえぞ。 

 痛くて熱いのと気持ち良い電気とで、頭が

混乱する。 

「むﾞおﾞおﾞおﾞ……むﾞうﾞうﾞうﾞ……」 

 頭までゆすぶられ始めた。チンチンがのど

のおくまでつっこまれて、いっそうはき気が

つのる。 

 大あらしの海でもみくちゃにされてる小船

の気分だ。 

 脳しんとうを起こすくらい激しくゆすぶら
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れて、しりの穴がずたずたにさけるくらい乱

暴につかれて……不意に、のどのおくに何か

がたたきつけられた。 

「んんっっ……？！」 

「ゴックンせい。はき出すな」 

 頭をおさえつけられてて、チンチンが口い

っぱいにあふれてるのに、はき出せるかよ。

でも、これオシッコだろ。飲むなんて、やだ

よ。 

「ほら、ゴックンしなさい。マスターの神聖

な子種なのよ」 

 ミャナさんまで、そんなことを言う。だけ

じゃなく、のどをくすぐる。 

「はき出したら電激だぞ」 

 くそお。飲めばいいんだろ。 

 すげえトロ味があって、ちょっと苦いかな。

のどにからまる。必死にツバを貯めて……そ

の間も、下からゆすぶられてる。そのショッ

クで飲みこんじまった。 

「後始末までさせてやりたいところじゃが、

あんたにゆずろう。存分に楽しみなさい」 

「いや、ぼくも寸前です」 

 またおしたおされて、かたとひじの四つん

ばいにされて――若オヤジはオレにのしかか

って、いっそう激しい勢いでチンチンを出し
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入れして。びくびくっとこしをふるわせて。

ぱたっと動きを止めた。 

「ふうう。ガキのアナルは、とんでもない閉

めつけだ」 

 そんなことをつぶやきながら、やっとチン

チンをぬいてくれた。でも、終わりじゃなか

った。 

 オレをアグラ座りにもどすと、前にまわっ

て、ななめ下に向いてるチンチンをオレの口

元に近づけた。 

「なめてきれいにしろ」 

 うげえ……じじいのチンチンより、もっと

いやだ。だって、しりの穴に入ってたんだぞ。

いくら事前にシャワー完腸で中を洗ってると

いっても、ばっちい。検にょうの紙コップを

きれいに洗ったからといって、それで水を飲

めるかよ。 

「ジュニア。電激棒は、どういうふうに使う

のですか？」 

 やめろ！ やめてくれよ！ 

 ジュニアが電激棒を持って、若オヤジのと

なりに並んだ。Ｙ字形のふたまたを縦にして、

クリに近づけた。 

「やだ！ やめて……言うことを聞くから」 

 おれは顔をつき出して、チンチンをくわえ
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た。 

「ふふふ。ま法のツエですね」 

「みﾞいﾞっ……？！」 

 クリにつめたい感覚があった。針がふれて

……でも、電激はなかった。マンマンもくす

ぐったい。ふたまたの一方が、ぬい閉じられ

た筋にもぐりこんでくる。 

「素直になったほうびをあげよう」 

 ちちちちちちっと、クリがふるえた。 

「んﾞんﾞんﾞんﾞっっ……！」 

 なんだよ、これ？ 

 マンマン全体が暴発するようなショックが

来ると覚ご（出来るもんか！）してたら、こ

しがくだけるような気持ち良さがつらぬいた。

気持ち良さなんて言葉じゃ追いつかない。あ

まくてするどくてしびれて……自分でクリを

さわるとオシッコをチビりそうになるけど、

それの１００万倍もすごい
．．．

としか、言い表わ

せない。 

 続けられたら、絶対にオシッコをチビって

た。でも、いっしゅんだけだった。 

「ちゃんとおそうじフェラを出来たら、もっ

とほうびをあげるよ」 

 やだよ。チビリたくない。なんて頭では思



- 118 - 

 

うくせに、オレはチンチンを根元までくわえ

こんで、若オヤジに命じられた通りに舌でペ

ロペロした。とくに変な味はしないけど、オ

シッコの出るホースをなめてるなんて、すご

くばっちい。 

「よし、初めてにしては上手だぞ」 

 頭をなでられた。こんなのに、上手も下手

もあるもんかよ。 

「カリクビのあたりをくわえて、中に残って

いるシルも吸い出せ」 

 カリクビ？ もっと先っぽの……ああ、こ

こに段がついてる。首なんだから、その下か

な。でも、吸い出すって…… 

 チュウウウウ……うええ！ 先っぽからな

んかどろっとしたのが出てきた。舌にからま

って、えぐい味がする。でも、これも飲みこ

まなきゃいけないんだろうな。 

「よし、合格だ」 

 また、頭をなでられた。ほめてのばす調教

ってやつかな。 

 若オヤジが後ろへ下がった。口が空っぽに

なって、おれはひと息もふた息もついた。 

「それじゃ、約束通りにほうびをあげよう」 

 ジュニアが、また電激棒をクリに当てた。 

「クリイキさせるんじゃないぞ」 
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 オーナーに声をかけられて、ジュニアがか

たをすくめた。 

「先に味を覚えられると、ナカイキを教える

のが難しいっていうんだろ。まちがってると

思うけどな」 

「とにかく、特別賛助会員様のご要望だ。処

女のまま、クリイキも知らないガキを従順な

性奴隷に調教してみせようじゃないか」 

「へいへい」 

 ジュニアはいったん電激棒をオレからはな

して――チキキと、グリップの根元を回した。 

 目の前で操作するのを見せられて、ダイヤ

ルが二重になっているのが分かった。きっと、

ひとつが痛いやつで、もひとつの方が気持ち

良いやつだ。 

「低周波の１０で良いかな？ さっきのは５

だったけど」 

 オーナーがうなずいた。 

 ジュニアが、あらためて電激棒の先をクリ

に当てた。ふたまたのもう一方はさっきと同

じで、ぬい閉じられた筋にもぐりこんだ。 

 ビリリリリッと、さっきよりも激しくクリ

がふるえた。 

「うあああああっ……あああ！」 

 さっきの何倍もすさまじい大波がこし全体
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をふるわせた。でも、数秒だけで電激棒はに

げてしまった。 

「あああ……も……」 

 もっと続けてくださいって言いかけて、オ

レは口を閉ざした。このあまいしびれは、す

ごくいけないことだと、そう思ったからだっ

た。アメとムチ、北風と太陽だぜ。電激にお

びえて、あまいしびれに従う。そんなふうに

はなりたくない。でも、クリへの電激だけは

絶っっっっっ対にイヤだ。 

 どうすればいいんだよ？ 

 考えこんでいる時間なんかなかった。 

「それじゃ、逆親子ドンブリの時間だな」 

 ジュニアが、また訳の分らないことを言っ

た。 

「わしもオンタイほどの年ではないが、まあ、

イラマチオが無難かな」 

「レズリーのときは、ぼくが口だったしね」 

 この会話で察してしまった。また、口とし

りにチンチンをつっこまれるんだ。しかも親

子で。 

「同じ体位じゃ面白くないな」 

 ジュニアは、オレの足のナワをほどいてく

れた。でも、手まではほどいてくれない。 

「立ってごらん」 
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 足がしびれてるし、足元はベッドでふにふ

になので、しりもちをついて、後ろへひっく

り返ってジタバタして――３回目で、やっと

立ち上がれた。薬葉ちゃんや黄世音ちゃんが

見てたら、「はしたない」とか「もっと、おし

とやかに」とか言うだろうけど、ムチの方の

電激棒がひかえてるんだぞ。はずかしいなん

て、思うどころじゃなかった。 

 ジュニアがバスローブとパンツをぬいで、

ね転がった。チンチンがそっくり返って、腹

にはりついてる。 

「背中を向けて、ぼくをまたげ」 

 ？？だけど、言われた通りにした。 

 ジュニアがチンチンを左手でにぎって、垂

直に立てた。 

「そこでスクワットをして、自分でケツマン

コにはめるんだ」 

 な……そんなこと、出来るかよ。 

 前言てっ回。オーナーが電激棒を持って、

オレの正面に立った。あっちの方が背が高い

しカップクがあるし。すげえ位圧される。 

「……！」 

 電激棒が乳首につきつけられた。 

「ここには、まだ食らってないな。味わって

みるか？ 低周波でなく高電圧の方だぞ」 
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 高電圧てのが痛い方だな。クリよりは痛く

ないかもしれないけど、乳首もプチトマトも、

柱の角でこすっただけで、息がつまるくらい

痛いんだ。 

「やるよ。やれば、いいんだろ」 

 腹立たしい。おどしに降参した自分が情け

ない。でも、反向したところで、電激を食ら

わされて、さっきと同じように力ずくで入れ

られるだけだ。 

 オレは上体を前へかたむけてバランスを取

りながら、ひざを曲げていった。 

 チンチンの正確な位置をのぞきこもうとす

ると、つんのめって転げそうになる。大体の

見当でしゃがんだら、しりの穴にぴったりと

チンチンの先が当たった。ジュニアからは見

えているから、調節してくれたんかな。 

 さらにひざを曲げ……痛い。自分で自分に

痛いことをするなんて、無理だ。 

「そら、もうひと息だ」 

 ぐぐぐ……と、心では思っても、ひざが動

かない。 

 すっと、電激棒が乳首に近づく。 

「ひっ……」 

 反射的にのけぞって……しりを後ろにつき

出した姿勢だぞ。重心を失って。 
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 ずぐううっと、チンチンがつき差さってき

た。 

「ぎゃあああっっ……！」 

 ジュニアの腹の上にしりもちをついた。転

びかけたのはジュニアが背中を支えてくれた

けど。根元までずっぽりとチンチンが入っち

まった。さっき入れられたときよりも痛い。 

「やれば出来るじゃないか」 

 背中をおしもどしてくれて、激痛がちょび

っとだけやわらいだ。でも、感謝なんかしな

いぞ。 

「そら。スクワットをするんだよ」 

 ううう……オニ、アクマ、人非人。 

 激痛をこらえるだけで精いっぱいなのに。

でも、電激棒をつきつけられたら、やるしか

ない。 

 ひざをのばすのは、なんとか出来た。激痛

が減りはしないけど、にゅるうんとチンチン

が出ていく手応え（じゃなくて、しり穴ざわ

り？）は安心につながる。でも、ぬけ切る前

にこしをつかんで止められた。 

「はい、ダウン」 

 人力２輪馬車のときも、レフトとかライト

とか英語を使ってたな。コーチがアメリカ人

だからかな。なんてことをちらっと考えるく
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らいには、オレも落ち着きをとりもどしてい

た。 

 ので。出す
．．

ときにはいきむんだから、そこ

へ入れる
．．．

ときにはリラックスしたら良いかな

と、ひらめいた――ら、活約筋だけじゃなく

ひざまでリラックスしちまって、またストン

としりもち。 

「ぐえ……」 

 ジュニアがうめいた。ざま見ろってんだ。 

 オレの方は、そんなに痛くなかった。チン

チンを出し入れするコツを覚えた。思い出し

てみりゃ、１週間ちかくお通じがなかったと

きなんか、このチンチンくらいの太さのウン

コが出たことだってあるしな。オトメのメイ

ヨにかけて言っとくけど、そんなのは１回き

りだぞ。だから覚えてるんだ。 

 腹に力を入れてひざをのばし、とにかく力

をぬいてしりもちをつく。のを２回くり返し

たら、ジュニアにまたぐらをおさえられた。 

「いい加減にしろ。ふざけていると、おまえ

がつらくなるだけだぞ」 

 指先で割れ目を探られて、ぬい閉じている

糸の結び目をつままれた。 

「そら、アップ……」 
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 引っ張られると、カミソリで切りさかれる

ような痛みが走った。ひざをのばしてしりを

うかすと、痛みが小さくなる。さっきみたい

に勢い良くひざを曲げるとどうなるか、まさ

しく痛いほど理解できた。 

「そら、ダウン」 

 下へ引っ張られて、ふん張りながらそろっ

とひざを曲げていった。つい活約筋も閉めて

しまうので、そっちも痛くて熱い。でも、す

こしは力をぬけてるんだろう。悲鳴をあげる

ほどの痛みじゃなかった。 

 ２度３度４度５度と、スクワットをくり返

させられた。 

 オーナーがバスローブの前をはだけてパン

ツをずり下げて――手で支えないのにななめ

上向きになってるチンチンを、オレの口元へ

つきつけた。 

 じじいにやらされたときとはちがって、チ

ンチンを観察する余有が、オレにはあった。 

 ずどーんと、マープルチョコのつつの３割

増しくらいのがつき出てて、先っぽは半丸の

カップですくうアイスクリームみたいで、ふ

ちがつつからはみ出てて（カリクビってのは、

ここのことだな）、半丸のてっぺんにオシッコ

の出る穴が、おちょぼ口みたいだ。つつの根
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元は、もじゃもじゃのちりちりの毛にうもれ

てる。つつの下にしがみついてる丸ごとのク

ルミみたいのが金玉ぶくろだな。寒いと縮か

むって男子が言ってるのを聞いたことがある

けど、６月でも夜だしはだかだし、寒いんか

な。オレは全身がカッカと熱いけど、悪寒も

してる。 

 ええい、もう。毒を食らわば皿まで。あー

ん、ぱく。 

「口を動かせ。サオをなめたり、カリクビを

あまがみしたり、忘れたのか？」 

 注文の多い料理店だな。料理されるのがオ

レだってとこまで同じだ。だけど、くそ、オ

レだって食べてやる。変な形で負けん気がよ

みがえってきた。 

 あむあむ、ぺろぺろ。そうだ、さっさと吸

い出してやれば終わりにしてくれるかな。ず

ちゅううう。 

「そんなんじゃ出ないぞ」 

 読まれてる。 

「カリクビにくちびるを当てて息を吸いこむ

んだ。息をふき出してブウウと鳴らせるな。

あれの逆だ」 

「それは良いが、スクワットが止まっている

よ」 
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 ジュニアにペチンとしりをたたかれて、く

っしん運動を再開――しながら、オーナーの

命令も実行する。左手で円、右手で四角を書

くよりは簡単だ。 

 んしょんしょんしょ……ちゅぶうﾞうﾞうﾞ

…… 

 スクワットのせいで頭も上下するから、口

の中でチンチンが暴れる。 

「うおほほほ……」 

 思っ切し喜んでやがる。 

「バカのひとつ覚えみたいにバキュームばか

りじゃラチが明かんぞ。舌も動かせ」 

 左手で円、右手で四角、足で三角かよ。 

 んしょんしょんしょ……ちゅぶうﾞうﾞうﾞ

れろれろれろ…… 

 うわ！ ちょ…… 

 ジュニアがこしを動かし始めた。スクワッ

トと逆に上下させたり、前後左右にこねくっ

たり。 

 オーナーも、じじいみたいにオレの頭をつ

かんでゆすぶり始めた。上は暴風、下は大波

だ。痛いし気分が悪い。 

 また、とつぜんに、のどのおくにどろっと

したオシッコ（ミャナさんは子種って言って

たっけ）をたたきつけられた。わーってる。
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ゴックンだろ。 

 オーナーがチンチンをぬいてくれた。 

「よし、ぼくもラストスパートだ」 

ジュニアが身体を起こして、オレをおしたお

した。こしを持ち上げて、ひざとかたの四つ

んばいにさせた。両足をそろえてるだけ、ザ

ゼンのときよりもしりを高くつき上げた形に

なった。でも、足を閉じてるから、前よりも

はずかしくは……いっしょだよ！ 

 ジュニアがおおいかぶさってきて。 

 パンパンパン…… 

 オレのしりにこしを激しく打ちつける。 

「あぐっ……」 

 内臓をつき上げられて、息がつまる。目茶

苦茶に痛くて熱い。 

 でも、つらい時間はすぐに終わった。 

 ぶるるっと、ジュニアはこしをふるわせて。 

「ふうう……」 

 満足ぽいため息をはくと、チンチンをぬい

てくれた。 

 終わった……んかな？ ドクターは、オレ

がケガをしたときの用心――じゃなかった。 

「オンタイ。こいつでモミジ合わせはできん

でしょうかね？」 

「おいおいおい……」 
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 じじいが苦笑した。 

「なんと古風な。わしでさえ、パイズリと言

うぞ。しかも、耳カキで飯
めし

をよそりたいとな」 

 じじいが新しいナワを持って、ベッドの横

に立った。 

「ここへこしかけろ」 

 オレは後ろ手にしばられたまま、のそのそ

と身体を起こして、ベッドのふちにこしかけ

た。 

 胸の上下を巻いているナワに、新しいナワ

が追加された。これまでのより白くて細くて

やわらかい。 

 半割りのプチトマトをつまんで内側へ引っ

張って（痛いってば）、元にもどらないように

追加のナワで上下のナワを縦にしぼった。そ

の縦ナワにも水平にナワを通して、上下から

もはさみつけた。思い切り内側へ寄ったとこ

ろに、半割りのスモモ――はっきりオッパイ

と呼べる盛り上がりが作られた。 

 三方からナワに閉めつけられてるけど、そ

んなには痛くない。昨日からたて続けに激痛

なことばかりされて、神経がマヒしちゃって

るのかな。 

「ふうむ。無理っぽいかな」 
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 つぶやきながらドクターはチンチンを垂直

に立てて、スモモとスモモの間におしつけて

きた。「生熱い」て日本語はないかもしれない

けど、そんな感じ。 

「痛い……」 

 ドクターのやつ、両手を『小さく前へ習え』

みたいにして、指の先でスモモをさらに内側

へ寄せようとする。チンチンを強引にスモモ

にはさませて、こしをヘコヘコ上下にゆすっ

た。スモモがチンチンにこすられる。 

 これって、マンマンはいじられてないけど、

エッチなことをされてるんじゃないだろうか。

エッチなことをされるのが、なぜいけないの

か、実はオレには良く分かってない。でも、

気色悪くてばっちいのは分かる。それと、エ

ッチなことをされて、親や先生にしかられる

のは、たいがい女の子の方だ。ここには先生

が居ないし、親は……オレをここへ放りこん

だ張本人じゃないか！ 

「ううむ。モミジ合わせどころか、貝合わせ

にもならん」 

「いやははは……」 

 オーナーが苦笑いしてる。 

「貝合わせの意味は分かって、ひねっておる

んじゃろうが。みやびな伝統をおちょくられ
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るのは好かん」 

「いや、申し訳ないです。しかし、貝合わせ

からカブト合わせまで連想して、面白いこと

を思いつきましたよ」 

「……とは？」 

「つまりですな……」 

 ドクターがスモモ（くそ、せめてミカンな

ら、堂々とオッパイて言えるのに）から手を

放した。ちょっとこしを引いて、チンチンを

片手で水平に構え直して――先っぽを乳首に

おしつけてきた。 

「……？」 

 にゅるんと、生温かい感覚に乳首が包まれ

た。く、くすぐったい。 

 ああっ……？！ 

 乳首がチンチンの先っぽに、めりこんでる。

じゃなくて、オシッコの出る穴にはまりこん

でる。 

 チンチンをひねって乳首をくすぐったり、

細かく左右にふるわせて……ちっちゃな舌で

なめられてるみたいな。 

 ５分くらいは続いたけど。 

「しょせんは、お遊びだな。ほら、口を開け

ろ」 

 結局は口にチンチンをつっこまれた。今度



- 132 - 

 

はベッドにこしかけていたから、すこしは楽

だった。そういう問題じゃない。 

「もう要領は分かっているな。自分で動け」 

 それって、オレが頭をゆすってチンチンを

出し入れしなくちゃならない。される
．．．

よりも

する
．．

方が、しんどいしはずかしい。けど、や

らなきゃ電激だ。 

 あむあむ、ペロペロ、んしょんしょ、ちろ

ちろ、ずちゅうう…… 

 じじいよりもオーナーよりも早く、１分く

らいで、子種のオシッコを出してくれた。 

「いやあ、乳首の逆レイプは前技としては有

効ですな。しゅん殺されました」 

 なんか言い訳っぽい。何を言い訳してるの

かが、オレには分からないけど。他の４人は

分かってるな。ニヤニヤしてる。 

 ５人が全員、オレの中
．
に白いどろっとした

オシッコを出して、それでやっと許してもら

えた。 

 手のナワもほどいてもらって、真っ先にオ

レがしたのは、しりの穴がさけていないかの

確認だった。指先にちょこっと血が着いてき

たけど、とくに痛いところはなかった。太い

チンチンを無理矢理に入れられて、穴全体が



- 133 - 

 

ずきずきしているのはケガじゃねえよな。 

 それよりも。ぬい目の糸を引っ張られて、

そっちの方が傷ついていた。痛いし血もにじ

んでる。 

「実に大たんというか、当てつけがましいの。

物足りずに、自分でいじっておる」 

「そうですね。明日はスタッフにもおすそ分

けしてあげましょうか」 

 スタッフてのは、『表』の牧場で働いている

２人の男の人のことだ。こいつらもグルだっ

たんだな。 

 ５人の会話は半分以上が理解できなかった

けど。 

 ドクターがその場で、しりの穴とぬい閉じ

とをしん察して、オナロインをぬってくれて。

馬ボウへもどされた。 

 なんやかや言われたけど、合格点はもらえ

たんだろう。馬ボウまでの短い道のりの間、

ジュニアはずっと、しりを優しくなでてくれ

てたものな。 

 背負いベルトを着けられて、おくのかべに

つながれて。やっぱり、いろいろと打ちのめ

されてたんだろうな。ワラのベッドの中へ落

ちて行くみたいに、ねむってしまった。気絶

したのかもしれない。でも、その前に。サク
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の上につるされてるバケツの水がなくなるま

で、しつこくウガイをしたぞ。それでも、生

ぐさい子種オシッコのにおいは消えてくれな

かったけど。 

 

 

本物子馬との共同生活 

 

 翌朝は、まだ他のみんなたちがねているう

すくらいうちから、ジュニアにたたき起こさ

れた。ねぼけまなこで、まだじんじんしてる

しりの穴に気を取られながら、外へ引き出さ

れると。子馬が居た。背の高さがオレのかた

くらいで、顔の位置はずっと高い。図体とし

ては、オレの３倍以上かな。 

「今日から、おまえのパートナーになるポニ

ーだ。パパと呼べ。しっかり世話をしてやれ

よ」 

 へ……パートナー？ パパ？？ 

 ああ、そうかと思い当たった。みんなは自

分の子馬のことを、ゴシュジンサマとかダー

リンって呼んでたっけ。つまり、それって、

オレたちをここへ送りこんだやつのことだな。 

 だんだん見えてきたぞ。オレだって、あい
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つのことが好きだからパパって呼んでたわけ

じゃない。ママのお願いだからだ。もしかし

たら、他のみんなたちは、もっといやなんじ

ゃないかな。だから、子馬をそう呼ばせるこ

とで、ていこうをなくさせようってコンタン

だな。 

 くそ。思い通りにされるもんか。でも、元

からパパと呼ぶのは険悪というほどのことで

もなかった――のは、３日前までだぞ。 

「世話の仕方は、先ぱいたちに教えてもらえ」 

 え……？ 

 自分の考えにとらわれてて、聞いてなかっ

た。 

「世話をするにしても、馬をジュンチしない

ことにはな」 

 ジュンチって、なんだ？ 

「手を出せ」 

 角砂糖をみっつもらった。ええと……テレ

ビで見たんだっけ。うろ覚えで、手の平にひ

とつ乗せて、子馬の顔の前に差し出してみた。 

 子馬は角砂糖を吸いこんでしまうんじゃな

いかってくらいスンスンとかいでから。パク

ッとかじりついた。 

 手の平全体をべろんとなめられた。くすぐ

ったい。生温かい。でも、気色悪くはなかっ
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た。 

 かりこり、あむあむ、ごっくん。 

「ブヒヒン」 

 かしこいな。あとふたつをにぎってる左手

に鼻をすり寄せて、ぺろぺろなめて。もっと

ちょうだいと、おねだり。 

 か、可愛い！ 

 手を開いて、ふたつともあげちゃった。 

 目の前に長い首がある。ので、空いてる右

手でなでてみた。いやがるどころか、でかい

身体をおしつけてくる。でも、おしたおすほ

どの力じゃない。 

 馬のなめらかな毛並みに腹をくすぐられて、

ぞくぞくっとなった。悪寒じゃないぞ。すご

く気持ち良くて、心まで気持ち良くなって―

―難しい小説とかで使われてる「官能」って

やつだ。 

「ハミを着けてやれ」 

 細い金属と革のバンドがややこしくこんが

らがった物をわたされた。ハミって、サルグ

ツワだろ。かわいそうだよ。でも、ジュニア

には（だけでなく、だれにも）逆らえない。 

 細かく指図されながら、子馬にハミを着け

た。正確には、ハミだけでなく鼻革とかノド

革とか。一度に覚えきれない。要は、顔をガ
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ンジガラメにするんだ。でも、これって、テ

レビやサーカスの馬は、みんな着けてるな。

てことは、オレもサルグツワに慣れなきゃな

らないんだろうか……て思ったのは、もちろ

ん取り消すぞ。 

 ハミの両はしの輪っかにタヅナを着けて、

出来上がり。 

「タヅナを取って、そこら辺を引き回してみ

ろ。基本的な調教は済んでいるから、おそれ

ることはない」 

 とは言われても。オレの何倍もでかい生き

物が、言うことを聞いて……くれた。ていう

か、オレの動きに従ってくれた。 

 タヅナをおそるおそる引っ張ると、たるむ

ところまで近寄ってくれた。歩くと、付いて

きてくれる。曲がると、引っ張らなくても曲

がってくれる。 

 ただ。細かく指図するには英語を――オレ

が覚える必要がある。ま、ほとんどが知って

る英語だけどな。 

 前にも説明したように、オレが通ってた学

校は、おそろしく先まで進んでる。２学期か

らは、進学後の予習が始まるくらい。英語な

んて、４年生のときから習ってる。 

 Go ahead, Left, Right. なぜか止める
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のは Stop でなくて、Dohow,doh,doh.ドウ

ドウって、英語だったんか。 

 タヅナを引かなくても、かけ声だけで動い

てくれる。草地を１周した後、ふっと疑問に

思って。 

「ライト」 

 左へ曲がってみた。ら、子馬は立ち止まっ

て首だけをぐいっと右へ向けた。その勢いで、

オレは引きずりたおされた。 

 ジュニアにしりをけ飛ばされた。 

「馬をからかうんじゃない」 

 オレはその場に正座させられて、馬に対す

る態度をこんこんと説教された。 

 馬はじょう談を理解しない。まじめにやれ。

人間の言葉を理解してるんじゃなくて、ひび

きで判断している。 

 だから、言うことを聞かないからといって、

やたらとしかったりたたいたりするな。根気

と愛情で接してやれ。 

「おまえたちは言葉を理解できるんだから、

命令に逆らったら電激棒なんて、軽い方だぞ」 

 変てこな理くつを聞かされたって、子馬よ

りもオレたちへのあつかいの方が非道いとい

う事実は変わらないぜ。昨夜のことだって、

男から性ドレイへの愛情表現だとか言い出し
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たぜ。もう、聞いちゃいねえよ。 

 でも。オレがどうあつかわれようと、こん

な可愛い子をいじめたりするもんか。 

 最後に、馬ボウへのつなぎ方を実習して、

オレも馬ボウにつながれて。 

 そのころには、他のみんなも起きる時刻に

なって。 

 ジリリリリ……小さなベルの音で、馬がい

っせいに目を覚ました。パートナーがねてい

たら、鼻先でつついて起こす。かしこいなあ。 

「あら、あなたもパートナーをいただいたん

だ」 

 真向いのメコさんが目ざとく……も、ねえ

よな。こんなでかいのが居たら、いやでも気

づくな。 

「なんて呼ぶことになったの？」 

 そんなこと、どうでもいいだろ。でも、向

こう三げん両どなり――以前に、同病相あわ

れむじゃなくて、ポニー同士、性ドレイ同士

だもんな。 

「……パパだとさ」 

「へええ。そうなんだ。で、どっちのパパな

の？」 

 どっちの？ 

「お客様のパパなのか、血のつながってるパ
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パなのかって質問。意味が分かるかな？」 

「分かんねえよ。血はつながってないけど、

母さんの……再こん相手だ。母さんは病気で

死んじまってるけど」 

 ほんとは初こんだけど。そう言うと説明が

ややこしくなる。 

「ふうん、そうかあ。でも、まあ、ホワイテ

ィーナよりはふつうかな。あの子のマムって、

生みの親だものね」 

 へ……？ 

 文脈からすると。実の母親が、ホワイトさ

んをここへ入れて……ええと。レズビアンっ

ていうやつかな？ 

「まあ、子馬のマムはオスだけどね」 

 頭が混乱したので、たずねたいことは全部、

ほっぽらかすことにした。 

 じきに全員が起きて。朝の日課が始まった。

だれかが命令するんでもベルが鳴るんでもな

く、決まりきった流れ。でも、流れにサオ差

せばたたかれる。 

 タオルやブラシを持って。オレの馬ボウに

も備えてあった。それぞれの子馬を連れて、

昨日はとちゅうで引き返した道をずっとおく

まで行くと、小川があった。 

 じょぼぼぼぼ……子馬を水に入れてやると、
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オレの子馬以外はオシッコを始めた。オレの

子馬も、それを見習う。オレの子馬ってのも、

いちいちめんどうだ。パパでいいや。あいつ

のことは……考えたくもない。 

 それにしても。馬のチンチンって、でけえ

な。オシッコのときに、腹の中からにょるん

ってのびてきて、オトナの男の２倍以上だ。

オシッコだから、ボッキしてないよな。ボッ

キしたら、どんだけ化け物になるんだろ。 

 うわ……子馬のオシッコが終わったら。み

んな足を開いて、立ったままオシッコを始め

た。 

「わたしたちは、ポニーでドンキーでしょ。

だから、ハイセツは立ったままでしなくちゃ

いけないの。トジマンコも早く慣れなさい」 

 オレが目をまん丸口をあんぐりしてたら、

ミャナさんにさとされた。でも、みんな横に

なってねむってるじゃないか。馬なら立った

ままだろ。それに、馬ボウでバケツにすると

きもしゃがんでるぞ。というのは、言わずに

おいといて。 

 赤信号、みんなでわたればこわくない。立

ちションってのに、興味があったし。 

 ちょろろろ……くそう。割れ目の下の小さ

なスキマしか明いてないから、内ももに伝っ
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て気色悪いや。終わったらすぐにしゃがんで

……ぬい目にふれるとまだ痛いかもしれない

ので、そおおおっと指１本で洗った。 

 中ごしでしりを後ろへつき出して、ボトト

（疑音表現にとどめとく）してる人もいる。

さいわいに（？）オレは、昨夜さんざんに完

腸されてるから、したくはない。 

 メコさんは川岸にこしかけて、シカップさ

んは小川の中でガニマタになって、ちょこっ

と黒ずんでる部分にカミソリを当ててる。そ

ういや、ジャパちゃんもその部分に黒いポツ

ポツがあるな。もうちょっとのびたらそるん

だろうな。 

 それからしばらくは、子馬の洗体。ブラシ

をぬらして、身体をこすってやる。逆なです

ると、いやがる。あまり遠りょすると、自分

からブラシに身体をおしつけてくる。毛並み

にそって強めにこすってやると、ブルルって

気持ちよさそうに鼻を鳴らす。 

 チンチンとかしりは、自然と清潔を保つ仕

組になってるから、よごれが目立っていなけ

れば洗ってやらなくて良いそうだ。人間より

も便利だ。 

「もちろん、ペニスで遊んだりしちゃダメよ」 

 だれがするもんか。 
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 子馬をきれいにしたら、自分の番。同じブ

ラシで、子馬だったら不満に思うくらいに、

そっと洗う。それでも痛いぞ。 

 バスタオルはブラシと逆で、自分の後で子

馬をふいてやる。 

 終わったら、タヅナを引いて馬ボウへ帰る。

タヅナは持たなくてもついて来るけど、引い

てやった方が安心するんだってさ。 

 そして、おとなしくエサの時間を子馬もオ

レたちも待って。エサやりの手順も、あらた

めてミャナさんに指導してもらった。何がい

ちばん難しかったかというと。 

「パパ、ご飯だよ。先に食ってね」 

 ものすごく異和感がある。それと、可愛い

子馬とにくい男とをいっしょくたにするのも、

不本意はなはだしいや。 

 子馬が食べ始めたら、自分へのエサやり。

こっちは、教わる必要なんかないぞ。自分で

エサって言ってりゃ世話ないな。残飯ぽいっ

ていうか、混合飼料っていうか。今朝のエサ

は、野菜だらけでコンソメスープ味の、おか

ゆとたきこみご飯の中間だった。 
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ジョッキーの訓練風景  

 

 食事が終わってひと休みすると、調教が始

まる。 

 オレは、また乳首に目玉クリップで引き出

されて。草地を囲む木の下に立たされた。目

玉クリップのヒモを高い枝に結び付けられた

ので、直立不動で見学するっきゃなかった。 

 調教のために集まっているのは、マスター

が３人（オンタイじじいも若オヤジも居なか

った）とコーチと、もっぱらオレの世話係（？）

になってるジュニア。みんなＴシャツと半パ

ンだけど、コーチだけはカウボーイぽいボウ

シをかぶってる。 

 それと、オレの３倍はでかい子馬よりも、

さらにひと回り半はでかい馬が２頭。 

 パパ以外の５頭も、女の子といっしょ。そ

の背中にクラが乗せられた。アブミも付いて

るけど、そこに座れるかよって大きさ（小さ

さ）と形をしていた。 

 カマボコ板４枚分ほどの、子馬の背中にフ

ィットしたカーブに作られている。その真中
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に、どう見たってボッキしたチンチンのよう

な棒が垂直に立っている。 

 そういう支度をせっせとしたのは、コーチ

とジュニアだけ。３人のマスターたちは、ぷ

らぷらと見物してるだけだった。 

 子馬の支度が調うと、５人はふみ台を使っ

て子馬に……乗るのに苦労している。子馬の

首にしがみつくようにして背中をまたいで、

そろそろと乗り移っていく。クラの上の模造

チンチンをマンマンに入れていく。 

「くううう……」 

「あっ、ああん……」 

「Filling...comming...」 

 ミャナさんだけは、模造チンチンが２本。

なのに、他の（１本だけの）子よりも、すん

なりと座った。 

 アブミには足をかけているけど、ひざがほ

とんど曲がっていない。あれじゃ、ふん張っ

ても模造チンチンはぬけないな。 

 コーチとジュニアが、でかい馬にヒラリと

乗った。右手に長いしなやかなムチを持って

いる。 

 ２頭のオトナ馬に友導されて、５頭の子馬

が１列に並んだ。 

「Trot in single file!」 
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 コーチの号令で、ジュニアを先頭にしてい

っせいにかけ足――かな。西部劇や競馬の走

り方じゃないけど、オレの持久走よりは速い

な。 

 ジュニアはアブミで馬の腹をけったり、タ

ヅナを使って馬を操ってるけど、女の子５人

は乗せてもらってる感がある。子馬だって、

オトナ馬に従ってるだけじゃないかな。 

 フェンスに沿って１周すると。すこしはな

れた位置を保って６頭を追いかけていたコー

チがさけんだ。 

「Formation change to a line!」 

 走りながら横隊に組み変えて――デコボコ

横隊だ。乗り手の動きがバラバラなのも、よ

く分かる。 

 シカップさんは、背筋をのばして格好エロ

い。なんたってすっぱだかだもの。ジャパち

ゃんとティーナさんは子馬の首筋にしがみつ

いて、ふり落とされないようにがんばってる。

メコさんは足をつっ張って模造チンチンに逆

らってる。ミャナさんは、ひざをくっしんし

て身体を上下にゆらしている。そのたびに模

造チンチンが出入りするのが見える。 

 横隊で１周すると、いったん止まって。２

列縦隊に並び変えて。今度はジグザグに走り
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出した。左の列が、ジュニア、シカップ、ミ

ャナの並び順。右はメコ、ジャパ、ティーナ。 

「Go ahead!」 

 左の縦隊は、まあまあ足並みもそろってる。 

「Scissors!」 

 ジュニアが馬を正面に向けたまま、右なな

めへ動いた。メコさんの馬が左ななめへ動い

て、ジュニアの後ろをすりぬけた。その後ろ

をシカップさんが右ななめにすりぬけて。２

人とも馬が進行方向へ身体の向きを変えたか

ら、ジュニアみたいにすぐには直進にもどれ

なくて、進路が広がった。シカップさんにふ

た呼吸くらいおくれてジャパちゃんが左なな

めへ動いて……ミャナさんにぶつかりそうに

なった。ところへティーナさんもつっかけて

きて……３頭の子馬はぶつかる直前で止まっ

た。 

「バカモノ。ウマニ、アイズスルゾ」 

 パチイン！ パチイン！ パチイン！ 

 コーチが追いついて来て、お見合いをして

いる３人のこしをムチで順番にたたいた。 

 ３人ともビクッと身体をふるわせたけど、

悲鳴はなかった。電激に比べたら、なでられ

たようなものなんだろう。 

「ウマニマカセル、ナイ。タヅナハダメ。タ
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イジュウイドウ、アブミデアイズ。クチヲス

パクシテ、オシエタゾ」 

 うんうんとうなずいてるのは、ミャナさん

だけ。 

 シカップさんとメコさんは、ふてくされた

っぽい表情。体重移動って、つまりは自分で

模造チンチンをこねくる結果になるものな。

やりたくないだろうな。 

 ジャパちゃんとティーナさんは、ぽかんと

してるだけ。でも、ティーナさんが英語で質

問して、英語で教わって、理解したっぽい。

それを聞いてたジャパちゃんも、それっぽい

表情になった。 

 ３人のマスターたちは、つまらなさそうに

見物している。 

 オレは不安がいっぱい。オレも、模造ペニ

スの生えたクラに乗らなきゃならないんだろ

うな。マンマンじゃなくて、しりの穴で。そ

れはまだ良い（良くない！）としても。 

 みんなは、もう３か月も調教を受けている。

人力馬車や荷車とちがって、乗馬は難しそう

だ。 

 あ、いや。ポニーとかドンキーにされるの

は簡単そうだなんて、これっぽっちも思って

ないぞ。でも、あれってパワーだけの問題だ
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ろ。積荷の量だって手加減してもらえるよう

だし。乗馬はテクニックだから。パワーなら、

３か月分の差は知れてるものな。筋肉が２倍

になったりはしない。でも３か月どころか１

か月で、カナヅチが１００メートル完泳まで

上達するんだぞ。 

 なんて考えてるうちに、分列行進の練習は

中止になって、１頭ずつでななめ歩行の練習

に変わってた。 

 ますます、見物の３人はつまらなさそうに

してる。 

 連中の目つきが変わったのは、２時間ちか

い乗馬訓練が終わってからだった。 

「 キ ョ ウ ハ 、 タ イ ヘ ン ニ 、 フ デ キ ゾ 。

punishment ネ」 

 子馬の横に立って、やたらとこしをもじつ

かせてる５人を、コーチがしかりつけた。 

「イチバンノフデキ、ジャパユキン。３マス

タータチニ、ムチヲイタダク」 

「待ってください」 

 ミャナさんがジャパちゃんの前へ動いた。 

「３人からムチだなんて、厳しすぎます。ジ

ョッキーリーダーのわたしも連帯責任でバツ

を受けますから、ジャパユキンへのムチはひ

とりだけにしてやってください」 
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 連帯責任てよりも、おさなくてキャシャな

子をかばったんだと思う。オレは感動したん

だけど、なんだかしっくりこない部分もあっ

た。 

 コーチはかたをすくめて、３人をふり返っ

た。 

「 ミ ナ サ ン 、 ミ ャ ナ カ ン ツ ォ ー ネ ノ

proposalウケルデスカ？」 

「ババアに用はないね」 

 そのひと言に、他の２人もうなずいた。の

で、ジャパちゃんがひとりで３人からムチ打

たれることになったんだけど。 

「 ミ ャ ナ カ ン ツ ォ ー ネ ハ 、 オ イ ド ン ガ

rewardアタエル。ソレデヨイナ？」 

「ノー。それでは意味がありません。わたし

はムチ打ちを望んだのではなく、ジャパユキ

ンを救けてあげたいのです」 

「ドレイハ No ユルスナイ。サカラウニハ

punishmentネ」 

 ミャナさんも、それ以上は逆らわなかった。 

 ２人は、オレの両どなりに生えている木の

下にそれぞれ立たされて、両手をしばられて

木の枝につながれた。ふたりとも、フェンス

に向かって立っている。 

 ３人のマスターがジャパちゃんを背後から
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半円に取り囲んで、コーチはミャナさんの後

ろに立った。 

「ミナサン、bull-whip ノ operation

ミジュクネ。オイドン、オテホンシメスマシ」 

 輪っかにして持ってたムチをコーチがのば

した。長い。２メートルはある。 

 コーチはムチをはね上げて、ふり回した。 

 ひゅん、ひゅんん……新体操のリボンの演

技みたいだ。 

 ひゅんん、パシッ！ パチン！ 

 空中でムチを鳴らし、地面を打ってもっと

するどい音を鳴らした。 

 マスターたちも真似をしようとするけど、

空中でふり回すのにも四苦八苦。けど、コー

チは指導しない。 

「フリマワス、アタル。Rouleltte オナジ

ネ」 

 コーチがミャナさんに向き直って、空間に

半円をえがくようにふった。 

 ひゅんん、バッチイン！ 

「ああっ……」 

 ムチはしりを水平になぎはらった。 

 ミャナさんのかん高い声は、悲鳴というよ

りも感極まったさけびのように聞こえた。 

「ヘイ、アナタタチ、ガンバルレ」 
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 あざやかなムチさばきに見とれていたマス

ターたちが我に返って。 

 ふにょん、ペチ。 

 ふにゃら、パチ。 

 うでを力いっぱいにふってるんだけど、ム

チの先っぽが置いてけぼりになって、それで

も身体に当たればマシな方。１本は先に当た

ったムチにからまって、２人してたぐり寄せ

てほぐしてる。 

 ひゅんん、バッチイン！ 

 ふにゃ、ペチン。 

 ペシ。ペチョ。 

 何回もやってるうちに、さすがにムチらし

い音になってきた。 

 しゅ、バチン！ 

「きゃあっ……」 

 しゅる、パアン！ 

「masakit!」 

 ジャパちゃんのかたから太ももにかけて、

うすい赤あざが散っていく。 

 ミャナさんの方は、しりにしか当たってな

い。真っ赤にはれて、むらさき色の長い筋が、

水平に何本も刻まれている。身代わりになる

よりも非道い目に会わされてる。 

「Hey,bitch.コッチムクゾ」 
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「お願いです。オッパイとオマンコはたたか

ないでください」 

 半歩ずつ足をふみ代える感じで、ゆっくり

と向き直った。 

「ドレイノネガイ、ハンタイムキニカナエラ

レル」 

 ひゅううん、ズバッジイン！ 

 肉をたたくすさまじい音がして、チブサが

ひしゃげて横へふっ飛んだ。 

「きゃあああっ……！」 

 今度こそ、本物の悲鳴だった。 

 バックハンドでムチが反対側からたたきつ

けられて、ぶるるんとチブサがふるえた。 

「よし、おまえもこっちへ向け」 

「No! アナタタチ、ドコアタルカ、ワカルナ

イ。ショウメン、ダメデス」 

 ３人は、しぶしぶ従う。これまで以上にう

でっぷしにヨリをかけて――ふり回しても、

ムチが余計にしなるだけで、い力はへろへろ

ペチペチ。 

 それに比べてコーチのムチは、空気を切り

さいてミャナさんのはだに赤い線を刻んでい

く。 

「足ヲヒラケゾ」 

 ぱしゅん。またぐらすれすれでムチがはね
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て、空気を鳴らした。 

「いやです。それだけは許してください」 

 なみだ声のうったえに、コーチはあっさり

うなずいた。 

「OK.デハ、マスターフタリ、ジャパユキン

ノアシ、ヒラク。アナタ、ココニタツ」 

「Hindi. Mangyaring huminto」 

 逆らっても、オトナ２人には敵わない。た

ちまち人の字形にされてしまった。 

 真後ろに立った男が、アンダースローでジ

ャパちゃんのしりの間をねらってムチを送り

こんで、うでをふり上げた。ムチの先っぽが、

地面すれすれからはね上がって。 

 バチイン！ 

 これまでのヘロヘロよりは勢いがあった。 

「ぎゃああっっ……！」 

 ジャパちゃんの背中がそっくり返って、そ

れからグテッとなった。 

「やめて！ わたしをたたいて！」 

 ミャナさんが、大きく足を広げた。身体が

しずんで、うでをつっている太い枝がたわん

だ。 

「OK.Sacrificeハmasochistノヨロコ

ビネ」 

 コーチもマスターと同じようにムチをふる



- 155 - 

 

った。けど、ずっと速く強く、ミャナさんの

割れ目を打った――んじゃなく、食いこんだ。 

「いﾞぎっ、きゃああああっっ！」 

 ムチは先っぽから３０センチくらいのとこ

ろが当たって、そこから割れ目をえぐって走

りぬけた。 

「きひいいい……いい……」 

 ミャナさんの細い悲鳴が、いつまでも続い

た。またぐらをかばって足をくの字に折り曲

げて、身体全体がかたむいている。 

「モトノシセイニ、モドルシロ。ソレトモ、

ジャパユキンタタイテヤル」 

 コーチが、ジャパちゃんの真後ろに立って

いる男に向かってあごをしゃくった。 

 その男が、またアンダースローでジャパち

ゃんのまたぐらにムチを送りこんだ。 

 バッチイン！ 

「ぎゃわﾞあﾞあﾞあﾞっっ……！」 

 ジャパちゃんも、ミャナさんに負けずおと

らずの絶きょう。 

「やめて。ジャパユキンは、わたしほど慣れ

ていません。いじめるなら、わたしを……ひ

いっ……？！」 

 コーチの放った不意打ちのムチは、割れ目

すれすれで空を切って、パアンと派手な音を
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鳴らした。 

「イジメル、チガウゾ。イイナオシ、スルゾ？」 

「わたしを可愛がってください！」 

 ミャナさんが、やけくそめいた声をあげた。 

「マゾのわたしを、うんと可愛がってくださ

い。ムチで、オマンコを切りさいてください。

オッパイをずたずたにしてください……ああ

あああ」 

 そういうふうに言わないと、ジャパちゃん

を許してもらえないと判断したんだろう。 

 だけど。ミャナさんは、自分から希望して

何回も入キュウしてるって、しょうかいされ

てたよな。ウソだと思ってたけど、本当だと

したら……マゾだサドだなんて、万才のネタ

くらいにしか思ってなかったけど。だとした

ら、本心なのかな。オレには分からないや。 

「OK.ヨクゾイウ。マスタータチ、ミャナカ

ンツォーネヲ、カワイガルシテヤリナサイ」 

 でも、顔にムチが当たると危険だからと―

―コーチが、道具小屋から革バンドでつなが

った２枚の板を持って来た。ミャナさんの頭

にバンドを巻くと、２枚の板が顔をはさんだ。 

 これ、テレビの競馬で見たことがある。オ

レも母さんも競馬なんて興味はなかったけど、

パパは競馬用の馬を持っていて、まあテレビ
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に映るほどのスターじゃないんだけど――ん

なこと、どうだっていい。 

 たしか、シャガンタイとかいう名前だっけ。

馬によそ見をさせず競争に意識を集中させる

んだ。コーチがミャナさんに着けたのは、ム

チが顔に当たっても目を守るためだろう。目

かくしをするか、いっそふくろでもかぶせて

おけば済むのにな。 

 ミャナさんがムチの集中放火を受ける準備

が整うと、３人のマスターが３メートルくら

い空けて、正面に並んだ。 

「リョウガワハオッパイネラウ。ヒダリノヒ

ト backhand レンシュウニナル」 

 コーチは、ジャパちゃんにも正面を向かせ

てムチを構えた。 

「ミャナカンツォーネガ、アシヲトジル。オ

イドン、ジャパユキンノオーマンコ、ブッタ

タク。ヨイナ？」 

 ミャナさんは無言で足を開いて、天をあお

いだ。シャ眼帯でかくれているので、表情は

分からない。 

「OK...Cross fire!」 

 左右からチブサに向けてムチが泳いで（飛

ぶほどじゃない）、地面をのたくったムチはと

ちゅうでエンコして。 
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 ぱしん、ぺちん。 

 ぷ、くくく……からまってやんの。 

 エンコしたムチは、ヘビみたいにのたくっ

て先っぽはミャナさんの足元まで達したけれ

ど。うまくはねあげられなくて、空ぶり。 

 かくんと、ミャナさんが頭を垂れた。ガッ

クシてやつだよな。 

 ここで初めて、コーチの指導が入った。３

人がそれぞれに、素ぶりをくり返してから、

仕切り直して。 

 ひゅん、パチイン。 

 ひょう、パチン。 

 しゅんん、ピチッ。 

 びっくりマークは要らないね。ミャナさん

も、うめき声ひとつもらさない。びくとも反

応しない。 

「マスター、手加減なんかしないでください」 

 笑いをかみ殺してる。 

 なにおう、この小むすめが。３人とも、カ

ッカきたみたい。 

「リキンデハ、ダメデスネ。ドハツテンヲム

チノセンタンニオクル、ソンナ feeling デ

ココロカケテクダサイ」 

 しゅうん、バヂイン！ 

 ぶんん、ペチン。 
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 しゅ、ベチン！ 

 ムチのはだを打つ音が、するどくなった。 

 でもミャナさんは、まだがんばってる。 

 バッチン！ パアン！ ビチイッ！ 

 バヂンッ！ スカッ？ バシイン！ 

 ３発５発８発と、ムチのあらしがミャナさ

んにおそいかかった。 

「あうっ……ぐっ……」 

 ちょこっとうめくだけで、ミャナさんは平

然としている。両足は大きく開いたまま、ふ

んばっている。 

 バチイン！ 

「きゃああっ……ヘタクソ！」 

 バックハンドのムチが大きくそれて、シャ

眼帯をたたいたんだ。 

 結局それが、３人のマスターにムチ打たれ

てミャナさんがさけんだゆいいつの悲鳴だっ

た。 

「うでがつかれる」 

 ミャナさんと並んでるオレから見て左側の

マスターが、ムチを丸めて左手に持ち変えた。

Ｔシャツにあせがにじんでる。ミャナさんに

は血がにじんでるけどな。 

 それで、パニッシュメント（チョウバツだ

よな）とリワード（て、何だ？）は、打ち切
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りになった。ジャパちゃんのほっとした表情

は良く分かるけど、ミャナさんのふくれっ面

は分からないや。 

 ――午後は、昼のエサの後で馬ボウのそう

じをする。 

 馬はオレたちとはちがって、用足しにバケ

ツを使ったりしないから、よごれたワラを捨

てて、新しいのを入れてやる。捨てるワラは、

小屋の前の大きな箱へ入れておけば、『表』の

牧場からやって来る人が処分してくれる。 

 そうじは３０分とかからない。その後は、

まったくさせられる
．．．．．

ことがなくて、でも馬ボ

ウにつながれてなくちゃならないから、自由

時間じゃなくて不自由時間だった。例外はミ

ャナさん。お昼のエサやりは愛馬のゴシュジ

ンサマだけで、本人はお昼ぬきにされた。乗

馬訓練のときにジャパちゃんをかばって、そ

れを反向と見なされたんだな。 

 バツはそれだけじゃなくて。馬ボウには時

計がないので正確な時刻は分からないけど、

午後２時過ぎかな。馬ボウのそうじが終わる

と、ひとりだけ引き出されて。夕方のエサや

り直前に、昨夜の若オヤジとジュニアにふた

りがかりで引きずられてもどって来た。全身
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にムチのミミズばれがびっしり。無事なのは

顔と手足の裏だけ――というのは、ちょっと

だけ大げさだけど。マンマンからは出血して

たな。 

 それでも、ワラのベッドにぐったりと横た

わったのは、ゴシュジンサマへのエサやりを

（よたよたのろのろと）済ませてからだった。

そのまま、暗くなるまで動かなかったけど、

なんだかやわらかい表情、幸せそうに見えた

のは――チョウバツの苦痛に顔をゆがめ過ぎ

て、表情筋がマヒしてたんだと思う。 

 そんなだから、夜になっても人間に
．．．

もどさ
．．．

れる
．．

こともなかった。『お呼び』がかかったの

は、オレ以外の４人だった。 

「明日はトジマンコのワンマンショーだから

な。とくに穴の方は万全のコンディションに

しとけよ」 

 くやしいことに、ジュニアの言葉を理解し

てしまった。 

 ――不安とおびえといかりと。 

 明日はどんな目に会わされるんだろうか。 

 牧場が終わるという９月まで、こんなこと

が続くんだろうか。その後は、どうなるんだ

ろうか。義理父のアイツに、エッチなことと
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かチョウバツとかを、ずっとされ続けるんか

な。 

 そんな先のこともハラワタがにえてねじく

り返るけれど。『調教』のことが、もっと不安

だ。 

 人力馬車引きはオレにも出来そうだけど。

しりの穴に鉄棒を入れて、それで荷車を引く

なんて……出来っこない。模造チンチンの生

えたクラに座って子馬に乗るなんて……いや

だよ。 

 今夜は見のがしてもらえたけど、明日の夜

は、また何人にも、口としりの穴にチンチン

をつっこまれるんだろうな。いやだ、いやだ、

いやだよおお。 

 まるきりねむれなかったのか、ねむりなが

ら「ねむれないという悪夢」を見ていたのか

も分からずにいるうちに、牧場にかん禁され

て４日目の朝が明けた。 
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